
Ａ

図　面　目　録

タイトル・図面目録

タイトル・図面目録

図面名称図面番号 図面番号

意匠図

全体配置図

図面名称

伏図・天井伏図

建具表

部分詳細図

展開図

軸組図

矩計図・平面詳細図

２０１／Ａ

２０２／Ａ

２０３／Ａ

２０４／Ａ

２０５／Ａ

２０６／Ａ

２０７／Ａ

２０８／Ａ

２０９／Ａ

２１０／Ａ

２１１／Ａ

２１２／Ａ

２１３／Ａ

２１４／Ａ

２０１

建築工事その２

建築工事その２

農園センターハウス 休憩所

２１５／Ａ

２１６／Ａ 休憩所　軸組図・部材リスト

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

案内図・配置図・面積表・仕上表

休憩所　平面図・伏図・仕上表

平面図・立面図・断面図・屋根伏図・各室面積表

参考図 鉄骨継手図

参考図

参考図

溶接標準図１

溶接標準図２

２１７／Ａ 軸組計算図

構造図

２０１／Ｓ 伏図・リスト

西島松北交流公園新築工事の内

西島松北交流公園新築工事の内



 特 記 仕 様 書

Ⅰ 工事概要及び範囲

２.工事範囲

１.工事場所

工事種目

構造／階数

耐火・準耐火

防火地域

用途地域等

敷地面積

法２２条区域

消防法

建築面積

建ぺい率

床面積

既設部分㎡ 合 計㎡ 備　考

％≦　　　　　　　　％

延べ床面積

％≦　　　　　　　　％容積率

３.指定部分工事

（１）工事範囲

（２）指定工期　　　契約日より　　平成   　　年　　　　月　　　　日　まで

４.別途工事

8

26

設備用開口部の穴埋補強

犬走り砂利

壁器具取付用穴明枠入れ

天井、床器具取付用穴明及枠入れ

25

24

23

22

19

21

20

18

17

13

12

11

10

9

躯体貫通スリーブ

同上開口補強

同上開口補強

５.工事区分　（該当は番号に○印とする）

物置

カバーウォーク内床

天井改め口、床改め口取付

7

6

5

4

3

2

1

同上開口部補強

防火戸、防煙タ レ壁の感知器

ルーフドレン躯体廻り補強

軽鉄下地壁内器具取付補強

41

42

40

39

38

37

36

35

30

34

33

32

31

29

28

27

ルーフドレン金物・バルコニー排水金物

同上立樋

軽鉄下地盤内配管補強

電気建築 機械対　　象　　種　　目

15

16

14

外構

ゴミステーション

団地案内板

ポンプ小屋

花壇・菜園

玄関ポーチ

玄関スロープ・階段

同上補強（１００￠以上）

犬走り縁石

外灯

流し台、コンロ台、吊戸棚

レジスター

製作流し台、コンロ台、吊戸棚

同上給排水等配管接続

給水引込

ガス引込

レンジフードファン

エレベーター本体

エレベーター１次側電源供給まで

エレベーターＴＥＬ用配線１次まで

エレベーター警報取込

Ｕ.Ｂ　本体

Ｕ.Ｂ　バス混合水栓

Ｕ.Ｂ　バス洗い場混合水栓

台所　混合水栓

台所　排水金物

屋外　灯油タンクの基礎

屋外　第１雨水桝以降の配管

光庭　埋設浸透管

光庭　集水桝

消火ポンプ室　消火水槽釜場

消火ポンプ室　コンクリート基礎

消火ポンプ室　マンホール蓋

洗面・脱衣室　洗濯機用混合水栓

洗面・脱衣室　洗濯機パン

52

53

50

51

44

45

46

47

48

49

Ⅱ 各工事

１.図面及び、この特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事

２.特記事項の適用については次による。

洗面・脱衣室　洗面化粧台+化粧キャビネット43

　　ロ.特記事項は ○ 印を適用し、○ 印がない場合は ※ 印をつけたものを適用する。

　　ニ.特記事項に記載の（　　）内表示番号は、標準仕様書の該当項目、該当図又は該当表を示す。

　　ハ.特記事項で ○ 印と ※ 印の付けたものがある場合は、共に適用する。

３.工事にかかる留意事項は次の通りとする。

章 項　目　 特　記　事　項

　
　
仮
　
設
　
工
　
事

２ 監督員事務所１

　　  　 及び備品等

監督員事務所

 ※ 設ける　（　・ １号　・ ２号　・ ３号　・ ４号　・ ５号） 　・ 設けない　  （表2.3.1）

備品等

・

工事用水２ 構内既存の施設：　　　・利用出来る（ ※ 有償 ・ 無償）　　　 ※ 利用出来ない

工事用電力３ 構内既存の施設：　　　・利用出来る（ ※ 有償 ・ 無償）　　　 ※ 利用出来ない

仮囲い４

施工管理技術者１

STKN400W. STKN400B. STKN490BJIS G3475

JIS G3353

STK400. STK490JIS G3444

SMA490AW.AP.BW.BP.CW.CP

JIS G3106

SS400. SS490. SS540

JIS G3114 SMA400AW.AP.BW.BP.CW.CP

JIS G3136

STKR400. STKR490

SWH400

JIS G3138 SNR400A.B. SNR490B

SSC400JIS G3350

SM400A.B.C. SM490A.B.C SM490YA.YB.

 ※ 適用する　　　　 ・ 適用しない　　　　　　　　　　　      　　    　　　 　　（7.1.4）

鉄骨製作工場２ 鉄骨加工業者の資格　（社）全国鉄構工業会又は（株）日本鉄骨評価センター

　　　　　　　　　　 ・ Ｓ　 ・ Ｈ　 ・ Ｍ　 ・ Ｒ　 ・ Ｊ

鋼材の種別３

　一般構造用圧延鋼材

該当
種類の記号

　溶接構造用圧延鋼材

　溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材

　建築構造用圧延鋼材

　建築構造用圧延鋼棒

　一般構造用軽量形鋼

　一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼

　一般構造用炭素鋼管

　一般構造用角形鋼管

　建築構造用炭素鋼管

　基準法に基づき指定又は

規格番号 規格名称等

JIS G3101

JIS G3466

 ※ 鋼材は溶融亜鉛メッキ（ＨＤＺ５５）とする　 　　　       　　　　　　 　　　　（7.2.1）

SM520B.C

（適用品には○印をつけること）

　  　　　　　　認定を受けた鋼材
－

高力ボルトの区分４  ※ トルシア型高力ボルト　　　　セットの種類は２種（Ｓ１０Ｔ）とする。          （10.2.2）

 ・ ＪＩＳ型高力ボルト　　　　　セットの種類は２種（Ｆ１０Ｔ）とする。

 ・ 溶融亜鉛メッキ高力ボルト　　セットの種類は１種（Ｆ８Ｔ）とする。

デッキプレート５  ・ 構造床用デッキプレート　 　　　材質・形状・寸法： ※ 図面による。　          （7.2.7）

 ・ 合成スラブ用デッキプレート　　 材質・形状・寸法： ※ 図面による。

 ・ 　　　　　　　　　　　　　　　 材質・形状・寸法： ※ 図面による。

溶接部の試験６ 超音波探傷試験：　　　　　　　 ※ 適用する　　 ・ 適用しない　　　    　      　（7.6.11）

平均出検品質限界（ＡＯＱＬ）： ※ ４.０％　　  ・ ２.５％　　　　           （表7.6.2～4）

検査水準：　　　　　　　　　　 ※ 第６水準　　 ・ 第　　水準  　  　           （表7.6.2）

耐火被覆７ 種　別：　　 ※ 耐火材吹付け　 ・ 耐火板張り　 ・ ラス張りモルタル塗り

所要性能：　 ・ ３０分耐火　　 ・ １時間耐火　 　　　　 　　　　 　　      　　　（7.9.2）

アンカーボルトの８ 種　別：　　 ・ Ａ種　 ※ Ｂ種　 ・ Ｃ種　　　    　           　　（7.10.3）（表7.10.4）

　 　　  埋込み工法

柱底の均しモルタル９ 工法種別：　 ・ Ａ種　　 ※ Ｂ種　　　　　　  　　 　        　  　（7.10.3）（表7.10.2）

無収縮モルタル：　　 ※ 使用する　　　・使用しない　　 　　      　  　 　　　　（7.10.3）

溶融亜鉛メッキ１０

亜鉛メッキの種別 材　料

 ・ Ａ 種

 ・ Ｂ 種

 ・ Ｃ 種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　（7.12.3）

備　考

　素地ごしらえは　ＪＩＳＨ９１２４溶融亜鉛メッキ作業指針による

錆止め塗料１１ 塗料　 ・ Ａ種　　　　　　　　　 ・ １種

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ ２種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7.8.3）

　　　 ※ Ｂ種ＪＩＳＫ５６２１　　　　１種　　　　　　　　　　　　　 　　 　　（表18.3.1）

工程　 ・ Ａ種（見え掛り部）　   ・ Ｂ種（見え隠れ部）　  　 　　　　　 　　　（表18.3.3）

素地ごしらえ　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ※ Ｃ種　　　　　　　　　　　 　　　　 　　（表18.2.2）

８ 建築用コンクリート１

　　 ブロックの種類

耐力壁　種別　（ ・ ０８ ・ １２ ・ １６　・１６－Ｗ）　　   　    　       　　（8.2.2）

　　　　厚さ　（ ・ １５０ｍｍ　 ・ １９０ｍｍ　）

帳壁等　種別　（ ・ ０８ ・ １２ ・ １６　・１６－Ｗ）               （表8.3.1）（8.3.2）

　　　　厚さ　（ ・ １００ｍｍ　 ・ １２０ｍｍ　 ・ １５０ｍｍ）

ＡＬＣパネル２ パネルの種類　　　　　　　　 　　     　　　　　　　　（表8.4.2～4.6）（表8.4.2・表8.4.3）

種　類 単位荷重（Ｎ／㎡）

 ・ 外壁パネル

 ・ 間仕切壁パネル

厚さ（ｍｍ）

 ・ 1177 ・ 1961 ・ 100

 ・ 屋根パネル

 ・ 床パネル

 ・ 637

 ・ 981

 ・ 2354 ・ 3530 ・ 100　 ・ 150

取付け工法種別

 ・ A種 ・ D種 ・ E種

 ・ D種 ・ E種 ・ F種 ・ G種

 ・共仕8.4.6による

出隅入隅部の目地幅（ｍｍ）　　          　          　                       　（8.4.4）

 ※　20mm　　 ・ 
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・ 　　イ.該当する章、項目には、 ○ 印をつける。

・ 机 ・ 椅子 ・ 書棚 ・ 黒板 ・ 寒暖計

・ ゴム長靴 ・ 雨合羽 ・ 保護帽 ・ 懐中電灯 ・ 安全帯

・ 請負者加入電話の子機

・ 衣類ロッカー ・ 暖房機器 ・ 消火器 ・ 湯沸器 ・ 掃除機

工場2回 現場タッチアップ

１階

申請部分㎡

１級建築士事務所登録（石）２号

建設コンサルタント登録４６－１０５号
１級建築士登録

第２２１１１３号
齊藤　文彦　 Ａ

区域内

ー

ー

０

０

０

　　　 ・ 仮門　　　Ｈ：４、５００ｍｍ（　・　シートゲート　　　・　パネルゲート）

　　　　　　　　　　Ｗ：３、０００ｍｍ

種別： ※ 鉄板製　　Ｈ：２、０００　ｍｍ（　・　現場塗装（片面）  ・　図示 　　　 　　　）

都市計画区域

１階 ４３．７４

建築面積合計

　 編）（平成２２年版）」による。

（仮）西島松北交流公園新築工事の内建築工事その２

建築工事その２

農村ｾﾝﾀｰ
ﾊｳｽ

休憩所

農村ｾﾝﾀｰ
ﾊｳｽ

休憩所

８１．００

４３．７４

６８．０４

１２４．７４

０．２２

１１１．７８

０．２０

４３．７４

８１．００

４３．７４

６８．０４

１２４．７４

０．２２

１１１．７８

２０２

電気設備工事

機械設備工事

農村ｾﾝﾀｰﾊｳｽ　木造　地上１階

休憩所　鉄骨造　地上１階

特記仕様書（１）

恵庭市西島松288,289,295-1,295-2,296-1,296-2,297,298-1,298-2

55,536.00(㎡）

レディミクストコン１

　 　クリートの類別

 ※ Ⅰ類 　　　 ・ Ⅱ類　　　　　　 　　　　　　   　　　　      　　　　　　　（表6.1.1）

セメントの種類２  ※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種　　　　 　 　　　     　　　　（6.3.2）

 ・ セメント名：

骨材３ 砂利及び砂のアルカリシリカ反応性区分　　　 ※ Ａ　　　        　　　 　　　　　　（6.3.3）

砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性区分　　 ※ Ａ

普通コンクリート５ （１）設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ ）は次の通りとする。
２

　 ・ １８　Ｎ／ｍｍ 　　施工部位：
２

　 ※ ２１　Ｎ／ｍｍ 　　施工部位：

　 ・ 　　　Ｎ／ｍｍ 　　施工部位：

２

２

（２）調合強度は（6.4.5）による。

混和材４  ※ ＪＩＳＡ６２０４　　ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤　　         　 　 　　　　（6.3.5）

 ・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

無筋コンクリート６ （1）無筋コンクリートの適用は、次による。  　　　 　　　　　　　　　　　（6.14.1）

施工部位 設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ ） スランプ（ｃｍ）

 ・ 捨てコンクリート

 ・ ラップルコンクリート

 ・ 防水押えコンクリート

 ※ １８　　　 ・ 

２

 ・ 

 ※ １８　　　 ・ 

 ※ １８　　　 ・ 

 ※ １５　 ・ １８　

 ※ １５　 ・ １８　

 ※ １５　 ・ １８　

 ※ ラップルコンクリートは（6.10.4）コンクリートの強度試験を適用する。

寒中コンクリート７  ※ 適用する　　　　　　　　　　　　　　　　 　　     　　　 　　　　　　　　　（6章12節）

　　適用期間　　平成　　　年　　　月　　　日から平成　　　年　　　月　　　日まで

　　強度管理の材齢　　　　　　　　　　　日

マスコンクリート８  ※ 適用する　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　（6章13節）

打放し仕上げの種別９

種　別 適用箇所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　 　　（6.2.5）（表6.2.3）（表6.2.4）

 ・ Ｂ 種

 ・ Ｃ 種

打継目地１０ 材　質：　　　 ※ 図示による　　　 ・ 　　　　　　 　          　　　　　　　　　（6.6.3）

寸　法：　　　 ※ 図示による　　　 

型 枠１１ 打増し厚さ　※ ２０ｍｍ ・  　ｍｍ ・ 　ｍｍ（外部） ・ １５ｍｍ ・ 　ｍｍ（内部）（6.9.2）

ひび割れ誘発目地　 ※ 位置、形状及び寸法は図示による。

せき板の材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　（6.9.3）

※　合板せき板（コンクリート型枠用合板の日本農林規格）　

材　質 塗　装

 ・ ラワン材

 ※ 複合合板

施　工　箇　所

 ・ あり　 ・ なし（Ｂ－Ｃ）

 ・ あり　 ※ なし（Ｂ－Ｃ）

・ 床型枠用鋼製デッキプレート（建設技術評価品又は同等品）

・ 厚さ　　　　ｍｍ　　　 ・ （施工箇所　　　　　　　　　　　　　）

・ 　　　　　　　　　　　 ・ （施工箇所　　　　　　　　　　　　　）

・ その他のせき板

・ ＭＣＲ工法シート　 ・ 使用する（部位は図示による）  ・ 使用しない             （6.9.3）

 ※ １８　　　 ・  ※ １５　 ・ １８　

６

内外壁

・　監督員の指示による

 ・ Ａ 種

（３）所要スランプ： 基礎、地中梁で（ ※ １５ ・ １８）ｃｍとし、柱、梁、床、壁で１８ｃｍ　　　とする。

　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

　　　　

防寒養生５ 防寒養生は、次の範囲とする。

仮囲：　 ・ 上家仮囲　 ・ 側仮囲

採暖：　 ・ 外部採暖　 ・ 内部採暖

範囲：　・Ｗ　　　　　ｍｘＬ　　　　　ｍｘＤ　　　　　ｍ　　 　 ・ 図示による工事用仮設道路６

材料： ・ 再生クラッシャラン　　　 ・ その他（　　　　　　　　　　　　　）

安全対策７ ※ 特記事項（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

埋戻し及び盛土１ ・ Ａ種　 ※ Ｂ種　 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種　　　　　　　  　 　　　         （3.2.3）（表3.2.1）

建設発生土等の処理２

・ 捨て土均し（ ・ 有り ・ 無し）

・ 構内敷均し　　　 ・ 構内指示の場所に堆積（指示による）

山留め３ ・ 工法その他：　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 存置する

排 水４ ・ 排水工法：　※　　　　　　　　 　　　　　　・ ディープウェル　　　・ ウェルポイント

・ 排水処理の方法：

試験杭１ 試験杭の位置・数量は杭伏図等による。　　　　　　　　　　　　　　      　　　 　　（4.2.2）

　（打撃工法）杭の種類及び断面は本杭とし、長さは本杭＋　　　　ｍとする。

　（その他の工法）杭の種類及び断面は本杭と同じとし、試験掘を行う。

既製コンクリート２

　　 　　　杭地業

本杭の位置・数量・種別・断面・長さ・継ぎの有無及び長期設計支持力は、杭伏図等による。

本工事に使用する杭の種類等は、次表による。         　  　 　 　   　　（4.3.2）（表4.3.1）

ＲＣ杭

ＰＨＣ杭 プレストレスト

鉄筋コンクリー  ・１種　・２種

　　　　　　ト杭

　コンクリート杭

 ・Ａ・Ｂ・Ｃ

ＪＩＳ　Ａ５３７２（プレキャ

　スト鉄筋コンクリート製品）

　スト鉄筋コンクリート製品）

ＪＩＳ　Ａ５３７３（プレキャ

上記以外の建築基準法に基づく杭

該当 種類の記号 種 類 規格名称等 区分等

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ｃ種　・Ｉ種

 ・ 中堀り拡大根固め工法

 ・ プレボーリング拡大根固工法　（杭周固定液　  ※ 使用する　　 ・ 使用しない）

 ・ 特定埋込杭工法（支持地盤は図面による）　  　　　 　　　　      　　　　　　　（4.3.5）

 ・ セメントミルク工法（支持地盤は図面による）　　　  　　　       　　　　　　　（4.3.4）

 ・ 打込み工法　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　 　　    　　  　　（4.3.3）

施工法

 ・ 

方法：　　 ※　 超音波測定器　　 ・ 

孔壁測定：　　　※  行う　　　・  行わない（オールケーシング）　　　　　　　　　　（4.5.4）

 ・ オールケーシング工法　 　（孔内の水張　　 ※ 行う　　　 ・ 行わない）

 ・ リバース工法

 ・ アースドリル工法　　　（安定液　　※ 使用する　 ・ 使用しない）

掘削工法（支持地盤は図面による）

コンクリートの種別： ・ Ａ種　 　 ※ Ｂ種（地下水がある場合） 　　　　（4.5.3）（表4.5.1）

セメントの種別：　　  ※ 高炉セメントＢ種　 　 ・     　　        　   　 　 　　（4.5.3）

　 　    ート杭地業

場所打ちコンクリ３

２

本杭の位置・数量・種別・断面・長さ・継ぎの有無及び長期設計支持力は、杭伏図等による。 

 ・ 特定埋込杭工法　　　　 　　　　　　　　　      　  　　　　　　　　　　　　　（4.3.5）

 ・ 打込み工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　      　　　　　　　（4.3.3）

鋼杭地業

施工法

４

 ・ 

　コンクリートの厚さ：　　　 ※ ５０ｍｍ　　 ・ 　　　　　ｍｍ

コンクリートの種別は6章14節「無筋コンクリート」による　  　　   　    　　   　　（4.6.5）

 ※ 範囲は図示による 　      　　　　    　　 　 　 　　　　 　　　　　　　　　　（4.6.6）

　試験箇所：

 ※ 再生クラッシャラン　 ・ 切込砂利　　　 ・ 切込砕石　　　  　　　　　（4.6.2）（4.6.3）

　試験の方法：

試験の種類　　（ ・ 鉛直載荷試験　 ・ 水平載荷試験）　　　          　  　　　 　（4.2.3）

砂利地業

捨コンクリート地業

床下防湿層

地盤の載荷試験

杭の載荷試験５

６

７

８

９

　試験箇所：　　　　　　　ヶ所

　試験の方法： 　※　平板載荷試験

　　粒径　０～４０ｍｍ程度

　　砂利地業の厚さ　　　　 ※ ６０ｍｍ　　 ・ 　　　　　ｍｍ

　　材料：　 ※ ポリエチレンフィルム ァ ０.１５ｍｍ　

鉄筋の種類１

鉄筋の種別該当 適用径（ｍｍ） 種類の記号

異形鉄筋

異形鉄筋

小形丸鋼

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

 ※ ＳＤ２９５Ａ　 ・ ＳＤＲ２９５

 ※ ＳＤ３４５　　 ・ ＳＤＲ３４５

 ・ ＳＲ２３５

溶接金網２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 　　　　　　　　　　（表5.2.1）

網目形状及び寸法：　 ※ １００ｘ１００ｍｍ　　　　鉄筋の径　 ※ 　６　ｍｍ　     （5.2.2）

鉄筋の継手３ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　      　　　（表5.3.4）

接合方法 適用部位 備　考　

 ※ ガス圧接継手

 ※ 重ね継手

 ・ 機械式継手

　柱、梁主筋の継手

　上記以外の継手

 ※ 重ね継手であっても、Ｄ１９以上の継手はガス圧接又は機械式継手とする。

既製コンクリート杭４

　　 　　の杭頭補強

　Ａ種　　 ※ Ａ形（別図各部配筋による） ・ Ｂ形       　 （各部配筋1.1）（各部配筋図1.1）

　Ａ種以外 ※ Ｂ形（別図各部配筋による） ・ 構造図面による

補強筋５ 　壁開口部　 ※ 別図各部配筋による　 ・ 構造図面による　　　     　 　 　　（各部配筋4.2）

　床開口部　 ※ 別図各部配筋による　 ・ 構造図面による 　　     　　 　　　（各部配筋5.3）

　梁貫通孔　 ※ 別図各部配筋による　（ ・ Ｈ型 ・ Ｍ型 ・ ＭＨ型）     　  （各部配筋7.1）

　　　　　　 ・ 建設技術評価制度「鉄筋コンクリート造の梁貫通補強材の開発」において評価を取

　　　　　　　　得したもの、又は同等の性能を有するもの　

　　　　　　 ・ 構造図面による

　その他　　 ※ 別図各部配筋による　　 ・ 構造図面による

圧接完了後の試験６  ※ 超音波探傷試験　　　　　 ・ 引張試験　　　　  　 　　 　　　　　　 　　　　　（5.4.9）

・ 図示による

・

※

・

・

                                                                           　（4.4.2）

・

・

・

・

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

該当 種類の記号 種 類 規格名称等 区分等

※試験堀を行い、土質を確認すること。（１ケ所）

設計基準強度　　　　２１　　Ｎ／ｍｍ　 　　　 　　　　      　   　　 　（4.5.4）（4.5.5）

・ 場外搬出　（約　　　ｋｍ　捨て場所：監督員指示の場所　　　　　）        （3.2.5）

８　工事実績データの作成登録

２，５００万円未満の工事については、受注時のみ登録するものとする。）。また、

（財）日本建設情報総合センターにフロッピーディスクにより提出するとともに、同センター発行の「工事カルテ受領書」

（対象工事：請負代金額５００万円以上の全工事）

同センターへの提出期限は、下記の通りとする。

（１）受注時登録データの提出期限は、契約締結後１０日以内とする。

（２）完了時登録データの提出期限は、業務完了後１０日以内とする。

（３）なお、施工中に、受注時登録データの内容に変更があった場合は、変更があった日から１０日以内に

変更データを提出しなければならない。

９　施工体制台帳の整備

しなければならない。（対象工事：請負代金額が２５０万以上の工事）

施工体系図を工事看板に掲示しなければならない。

10　下請選定及び資材調達 （１）下請選定に際しては、極力地元業者選定に努める。

（２）使用資材については、極力地元での購入に努める。

　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

１ ※ 本工事に使用する建築材料等は、本特記仕様書において特記されたもの、又はこれと同等以上の１ 建築材料等

　　ものを使用する。　同等以上のものを使用する場合は、工事監理者の承認を受けるものとする。

品質計画２ 建築基準法に定められた区分等

施工図等３ ※ 各工事の施工に先立ち、各施工図の基準図となる総合図を作成する。

・ 総合図は施工図作成に先立ち、建築、設備、その他、別途発注工事請負者の情報を全て盛り込み、

　 それらの接点の細部調整を行うためのものとする。

・ 監理者の指示により、建築工事請負者が元図（平面図、展開図、天井伏図等）を作成する。設備

 　その他の各関連工事各施工者は、協力して各工事の機器類等を元図に記載し、相互調整を行う。

　　　

疑 義４ ※ 本工事施工中に生じた疑義は、請負者において質問を行い、記録書として作成する。

※ 設計図書に標準的な部分を表示した場合、これに準ずる他の部分も標準的な部分に見做って施工

　 するものとする。

※ 納まり、取合いのための変更、または多少の員数の増減等、軽微な変更は請負金額の範囲内にお５ 軽微な変更

 　いて施工するものとする。

完成図：             　 ※ 作成する（Ａ１判　　部）（Ａ３判　　部）

　　　　             　 ・ 作成しない　　　　　　　      　 （1.7.1）（1.7.2）（表1.7.1）

完成時の提出図書６

完成図のＣＡＤデータ：　 ※ 提出する（新、改築のみ）      ・ 提出しない          （1.7.2）

保全に関する資料：　　   ※ 作成する　（提出部数　　部）　・ 作成しない       　 （1.7.3）

工事写真及び完成写真７ ※ 工事写真：　カラーサービス判　１部　　 　　　　　　　　　       　　　　　　　（1.2.4）

※ 完成写真：　カラーキャビネ判　２部　内１部は製本とし、１部は台紙に整理

発生材の処理等８ ・発生材の処理等は次による。　　　                  　　　      　　　　　　  　（1.3.8）

　（１）引渡しを要する範囲は次により、監督員の指示する方法及び位置に堆積、整理し所定の発生

　　　　材報告書により監督員に報告する。

　（２）再生利用する場合

  　  　引渡しを要する範囲：

　　　　施工者は建設副産物の処理に当って「建設副産物適正処理推進要網」を遵守して行わなけれ

　　　　ばならない。

　　再生資源化施設（参考）

　 ・ コンクリート塊 受入先：      　　  　  　　　 （　　ｋｍ）

住　所：

　 ・ アスファルト・コンクリート塊 受入先：  　　　     　  　　  （　　ｋｍ）

住　所：

　 ・ 建設発生木材

住　所：

受入先：          　　　　　 （　　　ｋｍ）

  （３）「資源の有効な利用の促進に関する法律（リサイクル法）」で定められた資材の搬入、福

　　  　産物の搬出がある場合は、工事着手時に次の計画書を提出する事。

　　　　実施時に変更がある場合は、工事完了時に所定の実施書を提出する事。

　　　　リサイクル法で定められた、一定規模以上の工事（次表の一つでも該当するもの）

再生資源利用計画書 再生資源利用促進計画書

　次の様な建築資材を搬入する工事 　次の様な指定福資産物を搬出する建設工事

　1.土砂・・・・・・・・・1，000ｍ　以上

　2.砕石・・・・・・・・・・・ 500ｔ以上

　3.加熱アスファルト混合物・・ 200ｔ以上

３

　　アスファルト

　2.コンクリート塊

　1.土砂・・・・・・・・1，000ｍ　以上
３

　　コンクリート塊

　　建設発生木材 }
合計200ｔ以上

産業廃棄物の処理９ ・ 建設廃棄物の処理は次の通りとし、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令に従い

　　適切に処理する。

　　種類：建設汚泥

　　産業廃棄物処理施設（参考）

住　所：

受入先：       　   　　　　　 （　　ｋｍ）

受入先：      　　    　　　　 （　　ｋｍ）

住　所：

　　種類：廃プラスチック

受入先：       　 　　　  　　 （　　ｋｍ）

受入先：        　 　　　 　　 （　　ｋｍ）

　　種類：

住　所：

住　所：

　　種類：混合廃棄物

工事標識１２ ※ 請負者は、着工後速やかに公衆の見やすい場所に工事標識を掲示する。

※ ホルムアルデヒド発散建築材料に指定されている材料は、ＪＩＳ又はＪＡＳで定めるＦ☆☆☆☆ホルムアルデヒド１０

　　　 発散建築材料 　 以上のものを使用する事。

※ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び幅木等の施工時に使用する接着剤、塗料は、トルエ

 　ン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないものとする事。

　   物質の濃度抑制

室内空気中化学１１

※ 請負者は、次の室内空気中化学物質の濃度において、指針値以下となるように努め、濃度測定を

　 行う。

　測定対象化学物質の種類及び基準値

　測定対象化学物質

ホルムアルデヒド

トルエン

エチルベンゼン

スチレン

キシレン

厚生労働省の指針値（２５℃の場合）

0.08ｐｐｍ　（　　100μｇ／ｍ　）３

３

0.20ｐｐｍ　（　　870μｇ／ｍ　）

0.07ｐｐｍ　（　　260μｇ／ｍ　）

３

３

0.88ｐｐｍ　（ 3，800μｇ／ｍ　）

0.05ｐｐｍ　（　　220μｇ／ｍ　）３

３

　測定方法：　　厚生労働省の示している測定方法による。

　測定機器：　　原則、バッシブ型採取機器とする。

１ ４

１

　外部：カラーキャビネット判　４カット

　内部：カラーキャビネット判　各室２カットずつ

（監督員に指示のもと処理する）

（監督員に指示のもと処理する）

　測定回数：　　※１回　 ・ ２回

・ 風速（Ｖｏ＝　３２　ｍ／ｓ）   ・ 地表面粗度区分（・ Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ・ Ⅳ）

・ 垂直積雪量（　９０　ｃｍ）

　測定箇所：　　２箇所　※ 測定を行う位置は、監督員の指示による。

0.04ｐｐｍ　（　　240μｇ／ｍ　）

営繕工事記録写真撮影要領（建築工事編）による。

工程及び完成写真は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「写真の撮り方」及び道営繕の

パラジクロロベンゼン

　請負者は、工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、「工事カルテ」を作成し、工事監督員の確認を受けた後に、

の写しを工事監督員に、提出しなければならない。

　建設業法に基づく施工体制台帳を作成し、施工管理体制に関する事項を監督員に提出

（避難スペース、事務室）

西島松北交流公園新築工事の内



　

　
　
  
  
  
 
  
  
  

押出成形セメント板３                                                　　　　　　   　　　　    　　（8章5節）

・ B種（横使い）

・ A種（縦使い）

 ・ 間仕切壁パネル

 ※ 働き巾３００ ※ フラット

 ※ ６０

 ※ １５

表面形状 寸　法 工法種別厚　さ

 ・ 外装パネル

施工箇所

 ※ フラット

 ※ ６０

 ※ ５０

・ C種（横使い）

・ B種（縦使い）

　
　
防
　
水
　
工
　
事

９ アスファルト防水１ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（9.2.3）（表9.2.3～表9.2.8）

種　別 適用箇所

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　（9.2.3）（表9.2.7）

　 ・ 設ける

 ・ 立上がり部脱気型

 ・ ステンレス

 ・ 鋳鉄

 ・ 

 ・ 合成ゴム

 ・ 塩化ビニル樹脂

 ・ ステンレス

 ・ 銅

 ・ 

（　　）個／（　　　）㎡

施工標識

 ※ 屋防水施工完了後、監督職員指示の場所（屋内）に取付

改質アスファルト２

　　　　シート防水

防水層の種別      　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  （9.3.2）（9.3.3）

種　別 厚さ（ｍｍ）

　ＡＳ－１

　ＡＳ－２

 ※ 非露出被覆防水用Ｒ種

 ・ 

 ※ ２.５以上

材　質

　  

　下層用

 ※ 露出被覆防水用Ｒ種

 ・ 

 ※ ３.０以上　上層用

 ※ 露出単層防水用Ｒ種  ※ ４.０以上

　  

合成高分子系ルー３

 フィングシート防水

防水層の種別      　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （9.4.2）（9.4.3）

種　別 厚さ（ｍｍ）

 ・ Ｓ－Ｆ１  ・ カラー　※  １ .２　

施工箇所仕上塗料（露出の場合）

 ・ シルバー ・ Ｓ－Ｆ２

 ・ Ｓ－Ｆ３

 ・ Ｓ－Ｍ１

 ・ Ｓ－Ｍ２

　※ ２ .０　

　※  ２ .０　

　※  １ .５　

　※  １ .５　

塗膜防水４ ウレタン系塗膜防水の種別      　          　　　　　　　　  （9.5.3）（表9.5.1・表9.5.2）

種　別

 ・ Ｘ－１

 ・ Ｘ－２

 ・ Ｘ－３

 ・ Ｙ－１

 ・ Ｙ－２

施工箇所

　※ 室内防水　　　　　

　※ 地下外壁防水　　　

種　類 材　質

 ・ 平面部脱気型

 ・ 立上がり部脱気型

設置数量

 ・ ポリエチレン樹脂

 ・ ＡＢＳ樹脂

（　　）個／（　　　）㎡

 ・ ステンレス

 ・ 鋳鉄

 ・ 

 ・ 合成ゴム

 ・ 塩化ビニル樹脂

 ・ ステンレス

 ・ 銅

 ・ 

（　　）個／（　　　）㎡

ウレタン系塗膜防水（Ｘ－1）の脱気装置  　    　   　          　     　　　　　 （9.5.3）

 ・ 設ける

ゴムアスファルト系塗膜防水（Ｙ－2）の保護層          　　　　    　　 （9.5.3）（表9.5.2）

 ・ 設ける

シーリング材５ シーリング材の種類、施工箇所　 　（9.6.2）（表9.6.1）（17.2.2）（17.3.2）

　※被着体に応じたものとし、共仕表９.５.１を標準とする

　・下記による

施工箇所種類（記号）

　シーリング材の目地寸法　     　　　　 　　　　　 　　　　　　　  　　　　　　　（9.6.3）

箇 所 コンクリート打継目地、ひび割れ誘発目地 左記以外

幅　（ｍｍ）

深さ（ｍｍ）

 ※ ２０以上　　　

 ※ １０以上　　　  ※ １０以上　　

 ※ １０以上　　

　接着性試験法　　　　　　    　　　　　  　　　　 　　　　　　  　　　　　　　　（9.6.5）

 ※ 簡易接着性試験

 ・ 引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

塗布防水６ 種別　※ケイ酸質系塗布防水

規格　※ＪＡＳＳ８Ｔ－３０１   Ｃ－Ｕ１

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ステンレスシート７ ステンレスシーム溶接屋根工法

材料

　ステンレスシートの材質及び表面仕上等は下記により、板厚は０.４ｍｍとする。

　※ ＪＩＳ　Ｇ４３０５（冷間圧延ステンレス鋼板および鋼帯）ＳＵＳ３０４（Ｎｏ.２Ｄ）

　　成型材の働き幅（ ・ ３８０～４６０ｍｍ　 ・ ２５０～２９０ｍｍ）

　　 　　　　防水

  ※ ＪＩＳ　Ｇ３３２０（塗装ステンレス鋼板）のＳＵＳ３０４

　　成型材の働き幅（ ・ ３８０～４６０ｍｍ　 ・ ２５０～２９０ｍｍ）

　 　

　
　
工
 
事

１０ 天然石１ のみ込みとなる部分の仕上げ（粗面仕上げの場合）　 　    　  　　 　　　　　　　　（10.1.3）

　※ 粗面仕上げ　　

表面仕上

 ・ 粗磨き

 ・ 水磨き

 ・ 本磨き

 ・ 粗磨き

寸法による

区分

 ・ 両面

 ・ 片面 ・

 ・ 300型 

る区分

 ・役もの

 ・平もの

区分

形状による 仕上げによ

 ・ 400型  ・ 水磨き

種類材料

・ テラゾ

・ テラゾ

 　ブロック

石材の厚さ                                      　　　　                      （10.3.2）

下地ごしらえ

ドレンパイプの材質   　　 　 　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　   （10.2.3）

石材の厚さ                         　　　　　       　　　　　　　　          （10.4.2）

　 タイル

種石の種類及び大きさ

 ・  　　  　

 ※ 大理石　※ 1.5～12

 ※ 大理石　※ 1.5～12

 ・  　　  　

　・ステンレス（ＳＵＳ３０４）　　

石裏面処理：　 ※ 行う　 ・ 行わない  　　    　　　　　   　 　　　　　　　　　（10.3.2）

裏打ち処理：　 ・ 行う　 ※ 行わない 　                     　           　　　（10.3.2）

　※ 流し筋工法　　・ あと施工アンカー工法　　・ あと施工アンカー　　・ 横筋流し工法

裏打ち処理　 ・ 行う　 ※ 行わない         　　　　　　     　　　　　 　　    （10.4.2）

石材の厚さ　　　　　　　　　　      　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　（10.5.2）

石材の厚さ：　　・                                                            （10.6.2）

一般目地                                                                     （10.6.2）

　目地幅（ｍｍ）　　

石材の厚さ　　・                                                             （10.6.3）

一般目地　　　 　　　　　　       　    　　　　　　　　　　　　　　　（10.6.2）（10.6.3）

　目地幅（ｍｍ）　　

石材の厚さ　 ・ 　　　　　　　　　 　　　      　　　　　　　　　　　     　　　（10.7.3）

　※ 使用する　 ・ 使用しない

ワックス（屋内で本磨きの場合）　　　　       　 　　　　　　　　　　　　　　　　（10.1.5）

　目地のシーリング材　 ・ 適用する

石裏面処理　 ※ 行う　 ・ 行わない　　  　　         　　　　　　　　　　　　 　（10.6.2）

石裏面処理：　 ※ 行う　 ・ 行わない　　　　　　        　　　　　　　　   　　 （10.6.2）

裏打ち処理　 ・ 行う　　 ※ 行わない　      　　　 　 　   　   　　　　　　　　（10.5.2）

　内壁： ※ 有効厚さ２５以上　　　

 ・ あと施工アンカー工法　 ※ あと施工アンカー　 ・ 横筋流し工法

ワックス（屋内で本磨きの場合）　　       　　　　　     　　　　　　　　　　　　（10.1.5）

 ※ 使用する　 ・ 使用しない　　　　　

　外壁： ※ 有効厚さ３０以上　　　

下地ごしらえ                   　　　                   　　　　　            （10.4.3）

テラゾ

外壁湿式工法

内壁空積工法

乾式工法

階段の石張り

笠木、甲板等の

・ １等　　・ ２等

・ １等　　・ ２等

                                           　　　　　　　　　     （10.2.1）（表10.2.2）

品質

・ １等　　・ ２等

種類（産地、名称） 表面仕上げの種類施工箇所

　　　　　　　　　　　　　                  　 　　  　　（10.2.1）（表10.2.1、表10.2.2）

２

３

 ・ 本磨き

４

５

６ 床の石張り

８

　　　　　石張り

７

石裏の補強用モルタル（乾式工法の場合）          　　   　 　　  　　　　　　　　（10.7.3） 

 ・ 適用する　 ※ 適用しない

石裏面処理　 ※ 行う　 ・ 行わない 　　　                　　 　  　     　　　（10.7.3）

陶磁器質タイル張り

陶磁器質タイル型枠

　　　　　 　先付け

タイルの種類及び工法　　 　 　       　　  　　　　　　　　 （11.2.1）（11.2.2）（11.3.3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　　　 　　（表11.3.2）（11.4.2）

試験張り：　　 ・ 行う　　 ・ 行わない        　　　　   　　　　 　　　　 　　（11.2.1）

見本焼き：　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

有機質接着剤はＪＩＳＡ５５４８   ・ タイプⅠ   ・ タイプⅡ                   （表11.2.2）

目地割り：　 ・ 図示による　　 ・ 現場打合せ  　　    　　     　   　　　　    （11.1.3）

接着力試験：　　 ※ 行う　　　　 ・ 行わない　　　 　       　　　　  　　　 　 （11.1.4）

下地及びタイルごしらえ： 　　 ・ ＭＣＲ工法　　　・ 目あらし法       　 　  　　（11.3.3）

　
　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

１１

１

　施工箇所 形状寸法（ｍｍ）

　きじ  ・ 磁器　  ・ 陶器    ・ せっ器

　うわぐすり  ・ 施ゆう  ・ 無ゆう

　役物  ・ あり    ・ なし

　色  ・ 標準    ・ 特注

　工法

　規格  ＪＩＳＡ５２０９

２ タイルシート法：　　 ・ 目地桝法　　 ・ 桟木法　　　 　                   　　（表11.4.1）　

　
　
木
　
工
　
事

１２

程　度：　　 ・ Ａ種　 ※ Ｂ種　　 ・ Ｃ種 　　           　     　（表12.1.1）（12.1.4）

（１）針葉樹の構造用製材

針葉樹製材はＪＡＳ乾燥材とする　　　　       　 　　　　　　　　　　　　　　　（表12.2.1）

現場搬入時の含水率：　 ・ 針葉樹の構造用製材、下地用製材：２０％以下

　　乙（圧縮材）　　　　・ １級  ※ ２級　　保存処理区分：Ｋ３（使用部位　　　　　　　）

　　甲（曲げ・引張材）　・ １級  ※ ２級　　保存処理区分：Ｋ３（使用部位　　　　　　　）

使用箇所

　塗料塗りの場合

部材名称

　かまちの類

等 級

（２）針葉樹の造作用製材

　不透明塗料塗

　地のまま又は透明

　小節

　（ただし見掛かり面）

　小節

　 持材の場合は背割りを行ったものとする。

※ 化粧の場合の和室の柱は、見掛かりは「針葉樹の造作用製材の日本農林規格」の上小節とし、心

　枠・額縁・敷居・鴨居

　押入・戸棚等の内面造作の類

　上小節

（１）松・杉及び檜の代用樹種としてエゾマツ・トドマツ及び米トウヒ（スプルース）を使用する事。

（３）針葉樹の下地用製材

 　 　等　級： ※ ２級　　　保存処理区分：Ｋ３（使用部位　 　 　　　　　　　　　　　）

表面仕上げ１

木材の含水率２

（２）カラマツの使用範囲は、束・母屋・土台・大引きとする。

材料の種類・等級３

　 及び保存処理区分

樹種４

防腐処理５ 材　種： ・ キシラモン　 ・ オスモグリーンエース

集成材 ・ 構造用集成材                                                   　  　     （12.2.2）６

 ・ １等

　適用範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・ ２等

 ・ ３等

 ・ ４等

強度等級

 ・ １等

 ※ ２等

 ・ ３等

材面の品質 接着性能

 ・ 使用環境１

 ・ 使用環境２

樹種名 寸　法

長尺金属板葺
　
　
屋
　
根
　
及
　
び
　
と
　
い
　
工
　
事

１３ １

折板葺

谷部分

※ ０.３５

下　葺　き

 ※アスファルトルー

　　　　　　　　　　　　　　     　               　　　　（13.2.2）（13.2.3）（表13.2.1）

板厚（ｍｍ）

 ・ ０・６

耐力による区分

一般部分

※ ０.３５

材　　　種

・ カラーステンレス

・ フッ素ステンレス

屋根葺形式

・ 平　葺

 （中間リブ付）

・ かわら棒葺

材料による区分 型による区分

 ピッチ（　　　）

 ・ 重ね型

・ 横　葺

　種　別：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　厚さ（　　　　）ｍｍ

 （心木なし）

板　厚（ｍｍ）

山高及び山ピッチ

・ フッ素ガルバリウム鋼板

・ カラーガルバリウム鋼板

・・

      　フィング　９４０

２

（規格等） による区分

 ※ はぜ締め型

 ・ かん合型

 ※ ０・８

耐火性能：　　　　 ※ ３０分耐火　　 ・ 無し

　　　　　　　　　　　　       　　　      　       　　　（13.3.2）（13.3.3）（表13.2.1）

　
　
金
　
属
　
工
　
事

１４ １

施工箇所（成形板  笠木、建具以外）

　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　 　            　　　　（14.2.2）（表14.2.1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　　　　     　　　  　　　（14.2.1）

種　類

　※ ＨＬ程度

種　類

種　別

　・ 鏡面仕上げ

　・ Ｎｏ.２Ｂ程度

色合等は、監督職員の指示による。

 ・Ｂ－１種（無着色）   ※  Ｂ 　

２

陽極酸化皮膜の着色法　　　　 ※ 二次電解着色　　 ・ 三次電解着色

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

施工箇所（手すり、タラップ以外）

     　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　          　　　（14.2.3）（表14.2.2）

表 面 処 理

 ※ Ｂ－１種

 ・ Ｂ－２種

 ※ 100

寸法（ｍｍ）

板 厚

 ・ ・

 ※ 1.0

板 幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　           （14.6.2）（表14.2.1）

 　 ック ・ステンカラー）

表面処理方法 種  別

  溶融亜鉛めっき

  電気亜鉛めっき

形　状

 パネル形

 ※ アルミニウム

 ・

 ※ 押出し

・ プレス

・ ロール

製　法種別（材種）

 スパンドレル形

 ・ ・

板厚（ｍｍ）

 ※ 研磨無し　　　　　

 ※ 亜鉛めっきＣ種　　

 ※ 亜鉛めっきＣ種　　

表面処理の種別

 ※ ０.４

 ※ ＨＬ程度　・ №２Ｂ程度　・ 鏡面仕上げ　　　　

下地板

 ※ 木毛セメント板

種　別

材 種

 ・ 鋼製

種　類

 タラップ

 手すり

 ・ ・

 ※ 角波張り

壁張り形式

 ・ 鋼製

 ・ ステンレス製ＳＵＳ３０４

 ・ ステンレス製ＳＵＳ３０４

　　　　 　鋼板張り

外壁亜鉛めっき

 ※ 塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金

　　　　　　　                  　　　　　    　（14.2.1）（14.8.2、14.8.3）（表14.2.2）

あと施工アンカー 引抜き耐力破壊試験　　　　　    　　    　　　　　　 　  　　　　　　　　　　 　（14.1.3）

　　　　　　　仕上

アルミニウム合金

　　  の表面処理

アルミニウム及び

ステンレスの表面

　・ 適用する（設計用引張強度 　・ 　　 　　　　　）

鉄の亜鉛めっき

　屋内：　 ※ １９型　 ・ ２５型

　屋外：　 ・ １９型　 ※ ２５型

 ※ 行わない

 ・ 図示　　　　　　　　　　　　

 ※ 共仕表１４.５.１による　　

 ・ １４.４.４（ｈ）による　　

軽量鉄骨天井下地

軽量鉄骨壁下地

断熱インサート

スタッド、ランナーの種類　　　　 　　              　　　　　　　　（14.5.3）（表14.5.1）

屋外の軒天井、ピロティ天井等の補強   　     　　  　　　　　       　          （14.4.4）

野緑等の種類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 　（14.4.2）（表14.4.1）

　※ 特記仕様書4章5品質計画による

 ※ 適用する　 ・ 適用しない

 ※ Ａ－１種又はＢ－１種　　　

金属成形板張り

アルミニウム製笠木

隅角部、突当たり部等の役物　　　　　　     　　　　　  　　　　　　　 　　　　　（14.7.2）

建築基準法に基づき定められた区分等　     　　　　　　　  　　　　　　　　 　　　（14.7.3）

表面処理　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　           　　　　（14.7.2）（表14.2.1）

部材の種類　　　　　　　　　　　　　　　           　　　 　　　　　（14.7.2）（表14.7.1）

スタッド高さが５．０ｍを超える場合のスタッド、ランナーの種類　　 　           　（14.5.3）

 ※ 使用する（内断熱を施した面の床及び壁）

 ・ ２５０形　 ・ ３５０形　 ・ ４００（４００×３.０押出） ・　

伸縮調整継手　 ・ 設ける（施工箇所　 ※ 図示）　 ※ 設けない　　　       　 　  （14.6.2）

 ・ 行う　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井ふところへの振止め補強（１．５ｍ未満の場合）　 　　　　       　 　　 　　　（14.4.4）

 ・ 行う（ ・ 図示　　 ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

手すり及びタラップ

３

４

５

６

７

（ ・ブラウン系 ・ ブラ

８

９

１０

  　めっき鋼板

    （オープン形式）

　
　
左
　
官
　
工
　
事

１５

　　　　　　　　　　Ｓｉ：複層塗材Ｓｉ　　Ｅ：複層塗材Ｅ

 ※ 使用する　　形状：　　　　　　　　　　　　      　　　　　　 　 　　　　　　（15.2.2）

調合及び塗厚は、表15.2.2による。　　　　　　          　　 　　　 　　　　　　　（15.2.3）

 ・ ひき起し

 ・ 吹放　 ・ 凸部処理

 ・ 砂壁　 ・ 砂壁じゅらく

　　　　　　　　　　防ＣＥ：防水形複層塗材ＣＥ　　防Ｅ：防水形複層塗材Ｅ

　　　　　　　　　　ＲＥ：複層塗材ＲＥ　　ＲＳ：複層塗材ＲＳ

※凡例

　厚付け仕上塗材

　・ 防外Ｅ　・ 外Ｓ　　・ 内Ｗ

　・ 外Ｃ　　・ 内Ｃ　　・ 外厚Ｅ

　・ 外Ｅ　　・ 内Ｅ　　・ 可外Ｅ

　　　　　　　　　　防ＲＳ：防水形複層塗材ＲＳ

　　　　　　　　　　外厚Ｅ：外装厚塗材Ｅ

 （１）防水モルタルは床・壁共塗り厚１５ｍｍとし、床は１回、壁は２回塗りとする。

　薄付け仕上塗材

既設目地材１

調合及び塗厚２

その他の左官工事

 （３）その他の左官工事：

 （２）開口部廻りのモルタル充填及び木コン穴埋めは無収縮モルタルとする。

セルフレベリング３

　　　 　 　材塗り

材料： ・ 石こう系　・ セメント系  塗厚  ※ １０mm ・ 　mm 　 　   （表15.4.1）（15.4.3）

　　　　 施工部位：

仕上塗材仕上げ

仕上げ呼び名種  類該当

 ・  凹凸    

　　　　　　　　　　可外Ｅ：可とう形外装薄塗材Ｅ　　防外Ｅ：防水形外装薄塗材Ｅ

　薄付け仕上塗材　　外Ｅ：外装薄塗材Ｅ　　内Ｅ：内装薄塗材Ｅ

　　　　　　　　　　外Ｓ：外装薄塗材Ｓ　　内Ｗ：内装薄塗材Ｗ

　厚付け仕上塗材　　外Ｃ：外装厚塗材Ｃ　　内Ｃ：内装厚塗材Ｃ

　複層仕上塗材　　　ＣＥ：複層塗材ＣＥ　　可ＣＥ：可とう形複層塗材ＣＥ

  複層仕上塗材　　　ＲＥ：複層塗材ＲＥ　　ＲＳ：複層塗材ＲＳ

　　　　　　　　　　外厚Ｅ：外装厚塗材Ｅ

　　　　　　　　　　可外Ｅ：可とう形外装薄塗材Ｅ　　防外Ｅ：防水形外装薄塗材Ｅ

　薄付け仕上塗材　　外Ｅ：外装薄塗材Ｅ　　内Ｅ：内装薄塗材Ｅ

　　　　　　　　　　外Ｓ：外装薄塗材Ｓ　　内Ｗ：内装薄塗材Ｗ

　厚付け仕上塗材　　外Ｃ：外装厚塗材Ｃ　　内Ｃ：内装厚塗材Ｃ

　軽量骨材仕上塗材　吹：吹付用軽量塗材　　こて：こて塗用軽量塗材

※　防火材料の指定　　　　　　　　　　      　　　　 　　　　　　　 　　　　　　（15.5.2）

　　屋内の壁、天井等の仕上げ材は、建築基準法に基づく基材同等の防火認定を受けたものとする。

ロックウール吹付け５ 吹きつけ材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　 　　　　　　　（15.7.3）

厚さ（ｍｍ）色　彩種　類

 ・ 一般用　   ・ 着色　・ 原色 　・ 図示　・ １０　・ １５　・ ２０

　
　
建
　
具
　
工
　
事

１６

１ 防火戸

建具見本の製作等

アルミニウム製建具

網 戸

鋼製建具

ステンレス製建具

木製建具

防火戸の指定及び閉鎖機構は図示により、建築基準法に基づき定められたもの又は認定を受けたもの。

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（16.1.3）

煙感知器連動自閉装置の機器装置は、別途電気設備工事とする。

仮　　組：　  ・ 行う　　 ※ 行わない　　

外部に面する建具

性能による種別：　 ・ 普通サッシ　 ・ 防音サッシ　 ・  断熱サッシ　 ・  耐震サッシ

建具の性能　　　　　　　　 　　　　　　　　             　（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.）

　・ Ｂ種 　・ Ｃ種

　Ｓ－４ 　Ｓ－５ 　Ｓ－６

気密性による性能 Ａ－３ Ａ－４

水密性による性能 Ｗ－４ Ｗ－５

遮音性による性能  ※ Ｔ－１

断熱性による性能  ※ Ｈ－  絶縁型（枠・障子共）

耐震性による性能  ※ Ｄ－

枠の見込み寸法（ｍｍ）  ※ ７０   ・ １００  ※ １００

表面処理  ※ Ｂ－１種　  ※ 標準色

 ・ 特注色

内部建具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　 　　　　　　　　　　（16.2.4）

  枠の見込み寸法（ｍｍ）  ※ ７０　　　　 ・ １００

  表面処理  ※ Ｃ－１種　　 

水切り板、ぜん板等：    　　  ※　図示による　　               　　            （16.2.5）

網の材種：　 ※ 合成樹脂　 ・ ガラス繊維入り合成樹脂  ・  ステンレス（ＳＵＳ３１６）

メッシュ： 　 ※  １６～１８　　・                　　　　　                   （16.2.3）

鋼製建具の性能

・ 簡易気密型ドアセットは図示による。（気密性能Ａ－３ 水密性能Ｗ－１） 　 　　　（16.3.2）

・ 簡易気密型ドアセットの外部建具の耐風圧性：　  ・ Ｓ－４　 ・ Ｓ－５  ・ Ｓ－６

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（表16.3.1）

・ 上記以外は図示による。  　 　　　　　   　　　 　　　　　　 （16.2.2（b）（2）～（4））

鋼製軽量建具の性能

・ 簡易気密型ドアセットは図示による。（気密性能Ａ－3）　                       （16.4.2）

・ ビニル被覆鋼板は図示による。　　　　　        　　　　 　　　　　　　　　　　（16.4.3）

・ カラー鋼板：　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

・ 上記以外は図示による。  　    　　  　　       　　　　　　 （16.2.2（b）（2）～（4））

性能は図示による。　　　　　　       　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　 　（16.5.2）

材 　 料：   ※　ＳＵＳ３０４　　  ・       　　　　     　　　　 　 　 　 　　（16.5.3）

表面仕上：   ※ ＨＬ仕上げ　 　    ・ 鏡面仕上げ　 　・２Ｂ仕上げ       　 　 　（16.5.4）

曲げ加工：　 ※　普通曲げ      　  ・ 角出し曲げ　　       　　　 　　　　　　　（16.5.5）

建具材の含水率： 　 ・ Ａ種　 ※ Ｂ種　　・ Ｃ種           　　  　（16.6.2）（表16.6.1）

表面材の合板の種類：  　　　　　　　　 ※ 図示による　　 　　　 　      　　  　（16.6.2）

かまち戸のかまち及び鏡板の樹種：    　 ※ 図示による

ふすまの上張りの種類： 　　　　 　　　 ※ 図示による

枠及びくつずりの材料 　　　　　　　　  ※ 図示による

フラッシュ戸の表面板厚さ 　　　 　　　 ※ 図示による　　　　 　　ｍｍ         （表16.6.6）

２ 見本製作： 　 ・ 行う　　 ※ 行わない　　　　　　　       　　 　　　　　　　　（16.1.4）

３

  ・ Ａ種 備　考　

耐風圧性による性能

 （艶消し）

４

網の材種：　 ※ ０.２５ｍｍ以上

５

鋼製軽量建具６

７

８

合板はホルムアルデヒド放出量規定（日本農林規格）に定めるＦ☆☆☆☆とする。

ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）及びパーティクルボードはホルムアルデヒド放出

接着剤はホルムアルデヒド・トルエン・キシレンを含有していないもので、可塑剤は難揮発性のもの

量規定（日本工業規格）に定めるＦ☆☆☆☆とする。

とする。

 ・

 ・

　　　　　　　　 　　　・ 造作用製材：　　　　　　　　　　１８％以下

・ カラー鉄板

　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　     　　　　　　（15.5.2）（表15.5.1）

４

　きじ  ・ 磁器 　 ・ 陶器    ・ せっ器

　うわぐすり  ・ 施ゆう  ・ 無ゆう

　役物  ・ あり    ・ なし

　色  ・ 標準    ・ 特注

　工法

　規格  ＪＩＳＡ５２０９

 ・ 凹凸　 ・ 凸部処理

　・ こて

 ・ ゆず肌

 ・ 平たん

 ・ 砂壁

　・ 防ＣＥ　・ 防Ｅ　　・ 防ＲＳ

　軽量骨材仕上塗材 　・ 吹付

　・ ＣＥ　　・ 可ＣＥ　・ Ｓｉ

　・ Ｅ　　　・ ＲＥ　　・ ＲＳ

　複層仕上塗材

 ・

　　　　　　　　　　Ｓｉ：複層塗材Ｓｉ　　Ｅ：複層塗材Ｅ

　複層仕上塗材　　　ＣＥ：複層塗材ＣＥ　　可ＣＥ：可とう形複層塗材ＣＥ

種　類 材　質

 ・ 平面部脱気型

設置数量

 ・ ポリエチレン樹脂

 ・ ＡＢＳ樹脂

（　　）個／（　　　）㎡

　
　
石

　目地のシーリング材　 ・ 適用する

　  　 　

Ｄ-１ 屋根

１ ６０

水磨き男子トイレ

図示

１級建築士事務所登録（石）２号

建設コンサルタント登録４６－１０５号
１級建築士登録

第２２１１１３号
齊藤　文彦　 Ａ

軒先面戸板：　　　 ※ 有り　　 ・ 無し

断熱材：　　　　　 ・ 有り　　 ※ 無し

 ・ アルミ製  ※ Ｂー１

風除室床

廊下床

ピット

御影石

・　スチール防水 ・塩ビｼｰﾄ+ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ・　０．４

シート防水８

２００×２００

※複層仕上塗材　透湿弾性系

エスケー化研（株）　ダンツーキャスト同等品以上

Ａ６９０９防水形複層塗材Ｒ

ゆず肌状ローラー仕上

（倉庫）

切り文字、コーナーノンスリップ

セルフード、ライニング

建築工事その２
２０３特記仕様書（２）

０．４０

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

・ 造作用集成材                                                  　   　     （12.2.2）

　適用範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

樹種名

 ※ １等

 ・ ２等

見付け材面の品質 寸　法

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

カウンター類

カラマツ 図示

７

８ シナ合板

米松羽目板 ※　ｔ６、Ｗ９０　不燃　ＷＵＣ 米アームフネンラウンドボードＦＲー９０ＤＶ同等以上

※　ｔ６ 米アームフネンＤシナ練付同等以上

９ 構造材 ※　構造材見え掛り部分はプレーナー掛けをすること。

※　１５０

 山高　・　１８０

西島松北交流公園新築工事の内



・１００

樹脂製建具

ガラスの留め材

ガラスブロック積み

・ 合わせガラス（ＪＩＳＲ３２０５）　　 ・ フロート合わせガラス  ・ １種 ・ ２種

・ 強化ガラス（ＪＩＳＲ３２０６）　　　 ※ フロート板強化ガラス

・ 熱線吸収板ガラス（ＪＩＳＲ３２０８）　　日射熱取得率による区分

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ・ 熱線吸収フロートガラス

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ・ 熱線吸収網入りみがき板ガラス

                          　 色調     ・ グレー  ・ ブルー  ・ ブロンズ  ・ グリーン

・ 複層ガラス（ＪＩＳＲ３２０９）    断熱性による区分　　 　   ・ １種 ・ ２種 ・ ３種

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　日射熱遮へい性による区分  ・ ４種 ・ ５種

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　加速耐久性による区分　　  ※ Ⅲ類

・ 熱線反射ガラス（ＪＩＳＲ３２２１）日射熱遮へい性による区分　 ・ １種 ・ ２種 ・ ３種

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　耐久性による区分　　    　 ・ Ａ類 ・ Ｂ類

・倍強度ガラス（ＪＩＳＲ３２２２）

ガラス溝の大きさ（面クリアランス） 　　　　　　                （16.13.3）　（表16.13.1）

　強化ガラス：　　８　ｍｍ　　合わせガラス：　　　　ｍｍ　　倍強度ガラス：　　　　ｍｍ

ガラスの厚さ及び特性　　　　 ※ 図示による

種別

・ 鋼製及びステンレス製

・ 木製

・ プラスチック製

 ・建築用ガスケット

 ※ シーリング材

 ※　ＪＩＳＡ５７５３（木製建具用パテ）

表面形状、呼び寸法、厚さ（ＪＩＳＡ5212）　　 ※ 図示による 　       　       　（16.13.5）

力骨の材質、寸法、形状　　　　　　　　　　　　　 ※ 図示による

金属製化粧カバーの材質、寸法、形状　　　　　　　 ※ 図示による

９ 窓枠用形材：硬質ポリ塩化ビニル製（ＪＩＳＫ６７８５）

　性能による種類 ・ 普通　・ 防音　・ 断熱

　用途による種類 ・ 木部用　・ ＲＣ造

　耐風圧性による性 ・ Ｓ－３　・ Ｓ－４

　気密性による性能 ・ Ａ－３　・ Ａ－４

　水密性による性能 ・ Ｗ－２　・ Ｗ－３　・ Ｗ－４

　遮音性による性能 ・ Ｔ－

　断熱性による性能 ・ Ｈ－

内　部外　部種　別

・ 普通　・ 防音　・ 断熱

・ 木部用　・ ＲＣ造

金物の材質・仕様は図示による。　　　　　　　　　　 　 　　　（16.7.2）（16.7.3）（16.7.4）

マスターキー：　　　　　 ・ ３本製作する　 ・ 製作しない

キーボックス：　　　　　 ・ 　　　　本用

開閉方法： ・ 片引き ・ 引分け　・ 片開き　 　　　　　　（16.8.2）（表16.8.1）（表16.8.2）

センサの種類：　　 ・ 光線スイッチ　 ・ 熱線スイッチ

　　　　　　　　　　・  光電スイッチ　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　（表16.8.3）

耐風圧性能区分（ＪＩＳＡ４７０５）：　　　 ・ ５０　 ・ ８０　 ・ １２０

開閉機能による種類：　 ※ 上部電動式（手動併用）　 ・ 上部手動式

危害防止機構（煙又は熱感知連動）：　 ※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）

工事範囲

電源ならびに一次側配線は、別途電気設備工事として、操作スイッチ及び二次側配線は本工事に含む。

スラットの材質：　 ※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯  ・ 　　       　　　　　（16.11.3）

スラットの形状：　 ・ インターロッキング系　 ・ オーバーラッピング系        　（16.11.4）

開閉機能による種類：　 ・ 上部電動式（手動併用）　・ 手動式       　 　   　　（16.11.2）

耐風圧性能区分（ＪＩＳＡ４７０４）：　 ・ ５０ ・ ６５ ・ ８０

工事範囲

セクション材料：　 ※ スチール ・ アルミニウム ・ ファイバーグラス 　        　（16.12.2）

耐風圧性能区分（ＪＩＳＡ４７１５）：　 ・ ５０ ・ ７５ ・ １００ ・ １２５

開閉方法：　 ※ バランス式　  ・ チェーン式（一部水圧開放装置付） 　 ・ 電動式

収納形式：　 ・ スタンダード形　 ・ ローヘッド形 ・ ハイリフト形 ・ バーチカル形

ガイドレール：　 ※ 溶融亜鉛めっき鋼板 ・ ステンレス（ＳＵＳ３０４）       　  （16.12.3）

・ フロート板ガラス（ＪＩＳＲ３２０２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（16.13.2）

・ 型板ガラス（ＪＩＳＲ３２０３）

・ 網入板ガラス（ＪＩＳＲ３２０４）　　 ※ 網入型板ガラス　 ・ 網入磨き板ガラス

自動ドア開閉装置

重量シャッター

オ－バーヘッドドア

ガラス

建築用金物１０

１１

１２ 機能による種類： ・ 防火シャッター ・ 防煙シャッター ・ その他　　　 　　　　　（16.10.2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ シャッターの二段降下方式

１３ 軽量シャッター

電源ならびに一次側配線は、別途電気設備工事として、操作スイッチ及び二次側配線は本工事に含む。

１４

工事範囲

電源ならびに一次側配線は、別途電気設備工事として、操作スイッチ及び二次側配線は本工事に含む。

・ 可動中柱固定用足部には凍結防止用熱線ヒータ入

１５

１６

・ アルミニウム製  ※ シーリング材

材　種建具の種類

      （ ・ グレーチングチャンネル   ・ グレージングビート）

 ・建築用ガスケット

      （ ・ グレーチングチャンネル   ・ グレージングビート）

 ・建築用ガスケット

      （ ・ グレーチングチャンネル   ・ グレージングビート）

１７

性 能

メタルカーテン

          ウォール

耐風圧性　　 ※ Ｓ－　　　　　     　　　　　　　　　  　　　　　　 　  　　　　（17.1.3）

耐震性 　　　※

水密性　　　 ※ Ｗ－

気密性　　　 ※ Ａ－

耐火性　　　 ※ 時間耐火

耐温度差性 　※

遮音性　　　 ※ Ｔ－

断熱性　　　 ※ Ｈ－

金属材料の種類等　　　　　 ※ 図示による　　      　　　    　　　　 　　　　（17.2.2～8）

レディーミクストコンクリートの種別　 ※ Ⅰ類　 ・ Ⅱ類　            （17.3.2）（表6.1.1）

コンクリートの種類 ：       ・  普通コンクリート    ・  軽量コンクリート

設計基準強度（Ｆｃ）       ※  Ｆｃ＝　３０　Ｎ／ｍｍ　　　

シーリング材：　　　　 ※ 　　　　　　　　　　 　　 　（部位、形状等は図示による）

断熱材：　　　　　　　 ※ 　 　　　　　 　　　　　　　（部位、形状等は図示による）

鉄筋の種類及び配筋：　 ※ 図示による

その他の仕様

　
　
カ
　ー

　
テ
　
ン
　
ウ
　
ォ
　ー

　
ル
　
工
　
事

１７ １

２

ＰＣカーテンウォール３

２

塗 布 量：　プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、総塗布量は０.５ｋｇ／㎡以上とする。

　Ｃ種

種　　別： ・ Ａ種　　 ※ Ｂ種

防塵塗料塗り

床用塗料塗り

仕上塗材： ・ 平滑仕上げ　　　 ・ 防滑仕上げ

塗 布 量：　主剤２回塗りとし、総塗布量は０.２５ｋｇ／㎡以上とする。

材　　質：　水性アクリル系樹脂塗料（ ・ 標準色　　　 ・ 　　　　　　　　　　　）

仕上塗材：　コーティング（ローラー刷毛塗り）

材　　質：　ウレタン樹脂系塗料（ ・ 標準色　　 ・ 　　　　　　　　　　　）

せっこうボード継目処理工法の素地ごしらえの種別　           　 　　　（18.2.7）（表18.2.7）

　下塗りに変成エポキシ樹脂塗料塗り

材 料

種別

　Ａ種

　Ｂ種

素地ごしらえ

防火材料

・ 次の箇所を除き防火材料とする（箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工部位及び塗料種別

　鋼製の建具、２液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り

塗料はホルマリン不検出のものとする

　Ａ種、Ｃ種以外

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別   　              　　（18.2.4）（表18.2.3）（表18.3.4）

※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。       　　　　 　　　　　　 　　　　　（18.1.3）

　
　
塗
　
装
　
工
　
事

１８ １

２

３

４

５

　
　
内
　
装
　
工
　
事

１９ １

 ・ スタンダードボード

 ・ デンハードボード

 ・ 未研磨板

 ・ 研磨板

 ・ 研磨板

 ・ 未研磨板

 ・ 40（難燃）

 ・ シージングボード

 ・ 外装用化粧ハードボード

 Ａ級インシュレイションボード

 ※ Ｆ☆☆☆☆　　　

合板類のホルムアルデヒドの放散量　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　（19.7.2）

 ・ 単板張りパーティクルボード

 ・ 化粧パーティクルボード

 ・ 押入収納内装材

 ・ 内装仕上げ材

 ・ 天井仕上げ材

 ・ 無研磨板

 ・ 研磨板

 ・ 単板オーバーレイ

 ・ プラスチックオーバー

 ・ 塗装

 ・ 素板

種　類

遮音シール材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　（19.7.2）

 ※ Ｆ☆☆☆☆　　　

 ・ 適用する

施工箇所

ＭＤＦ及びパーティクルボード　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　（19.7.2）

壁紙張り

 ・ 内装用化粧ハードボード

・ １ 級  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　  　（19.8.2）

防火性能

 ・ 21　 ・ 24　 ・ 30

 ・ 10（難燃） ・ 12（難燃）

 ・ 10 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・ 20

 ・ 30 ・ 35 ・ 40

 ・ 15（難燃） ・ 18（難燃）

 ・ 20（難燃） ・ 25（難燃）

 ・ 30（難燃） ・ 35（難燃）

 ・ 2.5 ・ 3.5 ・ 5 ・ 7

 ・ 5　 ・ 7

 ・ 9　　 ・ 12

 ・ 15　　 ・ 18

 ・ 3 ・ 7 ・ 9 ・ 12 ・ 15 ・ 18

 ・ 2.5　 ・ 3.5

 ・ 5　　　 ・ 7

 ・ 2.5　 ・ 3.5

 ・ 5　　　 ・ 7

施工箇所及び厚さ（ｍｍ）

 　　　・３０　　

 　 　 　

　  　 　

　　　 ・３０　　

厚さ

 ・ 

 ・ 

 ・ 

施工箇所

 立上　・２５　・３０　

 平部　・５０　・７５　

種　類

・ 発泡プラスチック保温材　　　    　　 　　　　　　　　　　　　　　　（17.2.2）（19.9.2）断熱材

 ・

 ・

 特号

 ２種ｂ

　 フォーム

 ・硬質ウレタンフォーム

 ・ビーズ法ポリスチレンフォーム

 ※ ３２Ｋ

 ・  ・ 　号

種　類

・ グラスウール

・ ロックウール

 　保温板

 　保温板

・ 人造鉱物繊維保温板　 　  　 　　　　　  　　 　　　　　　　　　　　（17.2.2）（19.9.2）

 ・ 押出法  ３種ｂ

追加仕様・工法等

 ・ 断熱防水（表皮付）

 ・ 屋根床版下

 ・ 土間下  （表皮付）

 ・ 撥水処理

 ・ 壁、柱梁

 ・ 基礎側

施工箇所

施工箇所

 ・

 ・ ５０

 ・ ２級

 ※ ３級

難燃性 厚さ（ｍｍ）

 ※ ６　  ・ ８

 ※ ６　  ・ ８

フレキシブル板厚さ（ｍｍ）

ＦＰ複合板

 ※ ３０  ・ ４０  ・   

　材質等は、特記仕様書19章12及び14による。

 ※ ３０  ・ ４０  ・   

 　 分的に後張りとしなければならない箇所

 ※ 窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、部

・ 吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材（現場発泡工法）　                        　（19.9.3）

ＰＦ板厚さ（ｍｍ）

工　法防湿処理

 ・ 接着工法

 ・ 行う

 ・ 釘止め工法

 ・ Ａ種

種別

 ・

 ※ なら

樹脂

・ 天然木化粧板複合フローリング

品　名

 ・ 複合１種フローリング

 ※ Ｃ種

塗装　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　（19.5.3）

 ※ Ｆ☆☆☆☆　　　

 ・ 複合３種フローリング

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　（19.5.2）

 ・ 複合２種フローリング  ・ Ｂ種

Ｄ種の場合の畳床： 　・ KT－Ⅰ　・ KT－Ⅱ　・ KT－Ⅲ　・ KT－K 　・ KT－N    （表19.6.1）

種　別：　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　　　　　　　 　 （19.6.2）（表19.6.1）

 ※ ウレタン樹脂ワニス塗り ・ 油性ステイン ・ 生地のままワックス塗り

畳敷き

施工箇所

備　考

 ・ 突付け

 ・ 熱溶接

工法

 ・

厚さ（ｍｍ）

 ※ ２.０

厚さ（ｍｍ） 備  考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　      　（19.2.2）

接着剤

材　質：　 ・ 水性形　　　

厚さ（mm）

 ・ 2.5

 ・ 2.0 ・ ・ リノリウム床シート

 ※ 発泡層のないもの

種類

 ・ ホモジニアスビニル床タイル

種　類

 ※ NC

記号

種  類

 　 床タイル

 ・ 帯電防止

　  床シート

 ・ 帯電防止

種　別

 ・ コンポジション

 ・ ホモジニアス

 ※ ＮＣ

 ・ コンポジションビニル床タイル（軟質）

ビニル床タイル

ビニル床シート

帯電防止床シート、床タイル　　　　　　　　　　 　　　 　   　  　　　 　　　　　（19.2.2）

性能（体積抵抗値）

 ※ １.０×１０ Ω以下

 ・

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用するものとする。              　（19.2.2）

 ・ マーブル

 ・ コンポジションビニル床タイル（半硬質）

 ※ 無地

接着剤は、ホルマリン不検出のものとする。

色柄

・  　 　 　

・ ２ ０ 　 　

・ ７ 　 　 　

厚さ（ｍｍ）

厚さ（ｍｍ）

寸法（ｍｍ）

高さ（ｍｍ）

製造所

 ※ ２ .０　　

備 考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19.2.2）

　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　 　　 　　 　　　　　　　　　　　（19.2.2）

 ・ グリッパー工法

 ※ 全面接着工法

工  法

製造所

電気抵抗（Ω） 備 考

備 考

 ・ ・

 ※ ６.５  ・ 適用しない

種　類

・塩化ビニル系

材　質

・プレキャスト製

・レジンコンクリート

色　柄

 ※ 軟質　　・ 硬質

種 別

 ・ Ａ種

・ 織じゅうたん　　　　　　     　　　　   　　    　　　（19.3.3）（19.3.4）（表19.3.1）

 ・ カットパイル

パイル形状

厚さ（ｍｍ）

カーペット敷き

ゴム床タイル

 ・

 ・

・

パイル長（ｍｍ）

 ・ Ｂ種

 ※ Ｃ種

 ・ カットパイル

 ・ ループパイル

パイル形状

 ・ カット、ループ併用

 ・ レベルループパイル

・ タフテッドカーペット　　 　　　　　　　　　　　　　　　（19.3.3）（19.3.4）（表19.3.2）

 ・ カット、ループ併用

 ・ ループパイル

帯電性

寸法（mm）

 ・

厚さ（ｍｍ）

 ・

種　別

・ タイルカーペット　　　　　　　　             　　　　　　　 　　（19.3.3）（表19.3.2）

パイル形状

・ ニードルパンチカーペット　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　 　 　（19.3.3）

 ・ ・

敷き方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　 　　 　　  　　　　　（19.4.3）

 階段部分

 平場

 ※ ループパイル

 ・ カットパイル ※ 第一種

・３００×３００　

視覚障害者用タイル（誘導用、注意喚起用床材）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19.2.2）

 ・ ６０ 　・ ７５   ・ １００

・３００×３００　

・３００×３００　

　 ３ｋＶ以下

 ※ 人体帯電圧

帯電性

寸法（ｍｍ）

帯電性

 ※ 人体帯電圧

　 ３ｋＶ以下

総厚さ（mm）

 ・ 市松敷き　　　　　　　　※ 模様流し　　

 ※ 市松敷き（１対１貼）　　・ 模様流し　　

 ※ 人体帯電圧３ｋＶ以下

 ※ 500×500

２

３

４ 特殊機能床材

９  ・

 ・

 ・５．０

５

６

７

８

下敷き材

 ※　ＪＩＳ　L　３２０４（反毛フェルト）の第２種第２号　呼び厚さ８ｍｍ

合成樹脂塗床

種　類 仕上げの種類

 ・ エポキシ樹脂塗装  ※  薄膜流し展べ仕上げ

 ※　平滑仕上げ　 ・ 防滑仕上げ　 ・ つや消し仕上げ ※ 弾性ウレタン塗床

　　　　　　　　　　　　　   　　        　　　　    　　（19.4.3）（表19.4.3～表19.4.7）

 ・  厚膜流し展べ仕上げ （ ・ 平滑  ・ 防滑）

 ・  樹脂モルタル仕上げ （ ・ 平滑  ・ 防滑）

 ・  防滑仕上げ

工　法大きさ（ｍｍ）樹脂

・ 単層フローリング

品　名 厚さ（ｍｍ）

 ・ 釘止め工法

 ・ 接着工法

 ※ 303×303

 ・

 ※ １５

 ・

 ※ なら

 ・

 ※ なら

・フローリングボード

・フローリングブロック

・モザイクパーケット

フローリング張り フローリングの種別                      （19.5.2、19.5.4～19.5.7）（表19.5.1、表19.5.3）

 ・ モルタル埋め込み工法

９

 ・ １５  ・ 幅75

 ・ 長さ500以上

１０

パー

テ
ィ
ク
ル
ボー

ド

イ
ン
シ
ュ
レー

シ
ョ
ン

  
 ボー

ド
 
軟
質
繊
維
板

ハー

ド
ボー

ド

 
素

地

 
ハー

ド
ボー

ド

          　　       レイ

１２

の級別

備考

紙 繊維 塩化ビニル プラスチック 無機質

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　Ｆ☆☆☆☆　

１３

Ｌ≧６００ｍｍL

L
柱梁外

　
部

（ｍｍ）（ｍｍ）

外　部

５０

４０

３０

５０

４０

３０

３０

５０

最上階スラブ下端

外　 　壁 　　面

外気に接しない床

外気に接する床

施工範囲 ・ 道北・道東 ・ 道南・道央地 区

　 とする。

 　号またはＢ類２種で次表の数値以上とし、他のものは、これと同等以上の断熱効果を有する厚さ

※ 施工部位及び部位毎の厚さについては図面による。図面特記がない場合の各部位の厚さはＡ類特

　
 
ユ
  
ニ
  
ッ
  
ト
 
 及
 
 び
 
 そ
 
 の
 
 
他
  
工
  
事

２０ １

表面材

 ・ 壁紙張り ・ 

 ・ 鋼板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　 　　　　　　　　　　　（20.2.4）

 ・ 焼付け塗装

表面仕上げパネル圧接装置の操作方法

 ・ 

 ・ ハンドル回転式

 ・ プッシュ式

移動間仕切２

トイレブース３

 ・ 遮音タイプ（３６ｄＢ以上）

 ・ 一般タイプ（３５ｄＢ以上）

遮音性能

    　 　　エッジ 　 ※ ステンレス製　　・ アルミニウム製

形  式： 　※ ステンレス製幅木タイプ　　・ ステンレス製支柱タイプ　　       　　（20.2.5）

材  質：　 表面材　　・ メラミン樹脂化粧板　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　（20.2.2）

 ・  

 ・  

 ・ 図示

構成材

施工箇所

表面仕上材

ボーダー部

一般床部

 ・  高さ（ｍｍ）

形状寸法（ｍｍ）

耐荷重（Ｎ）

許容水平力（Ｇ）

            フロア

フリーアクセス

 ・ 帯電防止ビニル床タイル

 ・ 製造所の標準仕様

 ・ ０.６　　  ・ １.０

 ※ ３０００　 ・ ５０００

 ※ 一般部分の仕様に準ずる

 ※ タイルカーペット

　表面仕上材の品質、規格等は、19章内装工事による。

　配線用取り出し開口箇所は図示による。

　コンセント本体は別途設備工事とする。

 ・

・ １ 級  

・ １ 級  

織り方 色柄等

 ・ ウィントンカーペット

 ・ ダブルフェースカーペット

 ・ アキアウミンスターカーペット

 ・ 無地

 ・ 柄物

 ・ 

１４

取付工法幅（ｍｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　（20.2.6）

 ※ 接着工法

 ・ 埋込工法

材　種

階段滑止め

 ・

・約３５ ※ ステンレス製（SUS304）ビニルタイヤ入り

４

壁

天井

規格、区分等名称 種 類

 ・ せっこうボード（GB-R）　　　　 　合板張り

その他のボード及び

せ
っ
こ
う
ボー

ド
製
品

せっこうボード、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　          　　　（19.7.2）（表19.7.1）

 ・ 15.0（不燃）

 ・  9.5（準不燃）

 ※ 12.5（不燃）

 ・ 15.0（不燃）

厚さ（ｍｍ）

 ※ 12.5（不燃）

 ・  9.5（準不燃）

１１

 ・ 12.5（不燃） ・ 

 ※ 9.5

 ・ 強化せっこうボード（GB-F）

 ・ シージングせっこうボード（GB-S）

 ・ せっこうラスボード（GB-L）

 ・ 12.5（不燃） ・ 12.5（準不燃）

 端部フラットエンド　 ※ 有り（ ※ ビニル製 　※ ステンレス製）　　・ 無し

階段手すり５  ・集成材クリアラッカー仕上げ（径　約４５ｍｍ）　取付箇所：（　　　　　　　　　　　）

 ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　取付箇所：（　　　　　　　　　　　）

黒板及びホワイト６

　　　　   　ボード

 ・ 黒板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　 　　（20.2.8）

　　種類：　※ 焼付け　　　

　　形状：　※ 平面　　　　・ 曲面

　　色彩：　※ 緑　　　　　

 ・ ホワイトボード

　　種類：　※ ほうろう　　

鏡７  ・ 厚さ（ｍｍ）　　※ ５　　・ 　　　　　　　　　 　　　　　       　　　　　　（20.2.9）

(

 立体模様

 ・ 

 ※ 4.0

 立体模様

 ・ 30　　 ・ 25

 ・ 

 特殊

 ・ 0.8けい酸カルシウム板（0.8FK）

 ・ フレキシブル板（F）

 ・ 天然木化粧合板

 ・ 特殊加工化粧合板

 ・ 木毛セメント板

 ・ 木片セメント板

 難燃

 ・ 

 ・ なら　 ・ しおじ

 ・ ポリエステル化粧合板

 ・ メラミン化粧合板

 ・ 硬質木毛セメント板

 ・ 普通木毛セメント板

 ・ 普通木毛セメント板

 ・ 硬質木毛セメント板

 普通

 ・ 15　　 ・ 20

 ・ 25　　 ・ 30

 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・ 21

 ・ 12.0（不燃）　 ・ 

 ・ 12.0（不燃）　 ・ 

 ※ 9.0（不燃）　 ・ 

 ※ 6.0　 ・ 

 ・ 6.0　 ・ 8.0

 ※ 9.5（不燃）

 ※ 9.5（不燃）

 ・ 9.5（準不燃）

 ・ 25

 ・ 木目模様

 ・ トラバーチン

 普通

 １号

 ・ 不燃積層せっこうボード（GB-NC）

 ・ 化粧せっこうボード（GB-D）

 ・ ロックウール吸音ボード（RW-B）

 ・ グラスウール吸音ボード（GE-B）

 ・ ロックウール化粧吸音板（DR）

 トラバーチン

 模様なし

 ２号　３２Ｋ

特殊

普通

 ※ 9.5（準不燃） ・ 12.5（不燃）

 ※ 25（ガラスクロス包）

 ※ 9.0（不燃）　 ・ 

吸
音
材
料

 ・ 1.0けい酸カルシウム板（1.0FK）

 合板

 ・ 

繊
維
強
化

セ
メ
ン
ト
合
板

 化粧単板　※ 0.3未満

 板　　　　※ 4.2

 内
部
用

 軒
天
用

合
板

 木
質
系

  
セ
メ
ン
ト
板

 合板

表面仕上材

材質                                                　                      （20.2.14）

形状

　 ・  Ｃ型　　 ・  Ｄ型　　 ・  角型　　 ・  

　 ※ ステンレス製　　  ・    アルミニウム製　　  ・    

枠の許容差

 ±0.5㎜以内

内外枠

 ・  額縁タイプ

 ・  目地タイプ

 内枠のみ額縁タイプ

表面材

製造所

材種

サイドカバー　 ※ 有り　  ・    無し

　 ・  鋼製　　 ・  木製

形式寸法

 ・ 一般形

 ・ 密閉形

材種

材種

 ・   ・  

 ※ アルミ

 　 ニウム製  ・ 600x600

 ・ 450x450

　 ※ ステンレス製　　  ・    アルミニウム合金製　　  ・    

　 ※ ビニルレザー張り（防炎加工）　　  ・    

　 ・ アルミニウム製（表面処理　 ※ Ｂ－１又はＡ－１　　  ・    　　　　　　　　　）

外枠と内枠のクリ

アランス（片側）

 2.0㎜以内

材種

カーテンレール

アコーディオンドア

コーナービート

天井見切縁

カーテンボックス

キャスタブル耐火材

煙突用成形ライニング材　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　 　　（20.2.11）

　最高使用温度    ※  ４００℃　　    ・        

　工法　　　　　  ※  こて押え　　    ・        

煙突ライニング

　最高使用温度　  ※  ４００℃　　    ・        ６５０℃

 ・  

 ・  図示

 ・  

色

 ・  図示

寸法（㎜）

 ・  

 ・  図示

 ・  

印刷等の種別

 ・  図示

　                                                                        　（20.2.10）

書　体

材　質形　状

 ・  

 ・  図示

 ・  

 ・  図示

区　分

 ・  非常法進入口

区　分

 ・  対人衝突防止表示

材質、（厚さ（㎜））　　　　

表 示

 ※ シルク

　　スクリーン印刷

　　スクリーン印刷

　（ ※ ８　・ 　）

　（ ※ ５　・ 　）

・

・

・ピクトグラフ

・各階案内板

・庁舎案内板  ※ アクリル板

・室名札  ※ シルク ※ アクリル板

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

・ 天井点検口点検口１５

 ・ 塩ビ 木目調  ・ 熱溶接

12.0

内枠の仕上材、留付金具はアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板の類とする。

内枠、外枠のコーナーピース、及び吊り金物、取付ボルトは鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行った

化皮膜ＪＩＳ　Ｈ　８６０１（ＡＡ６）（外部についてはＢ種又は同等品以上）を行ったものとする。

アルミニウム合金押出形材はＪＩＳ　Ｈ　４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５により、表面処理は陽極酸

材料の品質及び性能

ものとする。

１級建築士事務所登録（石）２号

建設コンサルタント登録４６－１０５号
１級建築士登録

第２２１１１３号
齊藤　文彦　 Ａ

　
　
硬
質
質
繊
維
板

 ・ 屋根 　　   ・５０　　

５ ＷＵＣ 材　　質：　水性反応硬化型ウレタン系樹脂ワニス塗装

ビニル巾木

 ・ 2.5

 ・ ３０

３．０ ＡＢＣ商会マーブルＡＪ

床暖房用防滑長尺シート（ＡＢＣ商会　特殊防滑シート床材Dｰ25同等品）

ウレタン樹脂系塗り床材（ＡＢＣ商会　パークコートＵストーン同等品）

凍結防止装置：ドア下部ヒーター付    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　        （16.8.3）

　　　 ・５０　　

　　　 ・５０　　

ノンスリップ 男子、女子、多目的便所

 　　　・５０　　

 ・　２４Ｋ 

 ・ １００ 外壁

吹込ＧＷ１５ ｔ２００、２４Ｋ

建築工事その２
２０４特記仕様書（３）

グランドマスターキー：　 ・ ３本製作する　 ・ 製作しない

西島松北交流公園新築工事の内



ステンレス流し台１６

コンロ台１７

吊戸棚１８

水切棚１９

・ 形式          　　　　        ・ 寸法

・ 形式          　　　　        ・ 寸法

くつふきマット２０

材　種 受　枠

 ※ 塩化ビニル又はゴム製

 ・ 硬質アルミニウム合金製

 ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）製

 ・ 

 ※ ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

 ・ 硬質アルミニウム合金製

 ・ ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

 ・ 

既製肢体不自由者用２１

　　　　　　 手すり

材　　種：　　 ※ ステンレス製

表面仕上：　　 ※ 塩化ビニル樹脂又はナイロン樹脂　　 ・ ＨＬ仕上

敷地境界石標  ・ Ａ種　  ※ Ｂ種　　　　　　　　　　　 　　           　　  　　（20.5.1）（表20.5.1）２２

耐震スリット２３

備　考防水性能

 ・ 有り ・ 耐火型

耐火性能

 ・

 ※ 完全（全貫通型）

タイプ方  向

 ・ 垂直方向

 ・ 水平方向  ・ 非耐火型  ・ 無し

 目地

外　壁

 ※ 幅２０×深さ１０

 シーリング材（見掛り部のみ）

内　壁

 目地材

 目地寸法（ｍｍ）  ※ 幅２０×深さ１０

 シーリング材（見掛り部のみ）

止水板２４ ・ 差込式　　・ 据置式　　・ 壁張式

製造所：

エキスパンション２５ 材　質：　　　　 ・ アルミニウム　　 ・ ステンレス　焼付塗装

クリアランス：　 ・ ５０　 ・ １００　 ・ １５０　　  　 ジョイント金物

耐火性能：　　　 ・ 有り（　 　　　）  ・ 無し

製造所：

　
　
排
　
水
 
 工
 
 事

２１ １

製　造　所耐　荷　重

 ・ ＭＨＤ

 ・ Ｔ－１４用

 ・ Ｔ－６用

 ・ ＭＨＡ

 ・ 歩道用

 ・ Ｔ－２０用

（ ※ 細目 ・  一般）

 ・ ＭＨＢ

形　　式

ふたの種類　　　　　　　　　　　                      　　　　　 　　　　　　　（21.2.2）

種　　類

 ・ 受枠なし

 ※ 受枠付

 ・ 受枠共

  　溶融亜鉛めっき

 ふた

 鋼製グレーチング

 ※ 水封形 鋳鉄製マンホール

排水桝及びふた

備考再生骨材

（％）

アスファルト

（％） （％）

石粉

凍上抑制層用材料　　　　　　　　　　　　        　　 　　　　　　　 　　　　　　（22.2.3）

路床の盛土用材料　　　　　　　　　          　　　　 　　　　　　　　（22.2.3）（表3.2.1）

 ※ 再生クラッシャラン（８０ｍｍ級）　　

 ・ 行う　  ※ 行わない                                                       （22.2.5）

表層

種　　別

※再生クラッシャラン（４０ｍｍ級）　　 　　　           　　　　　　（22.3.3）（表22.3.3）

 ※ 行う　　・ 行わない　　　　　　　　　　      　　　　　  　　　 　　　　　　（22.2.5）

 ・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種

・再生細粒度ギャップアスコン

・再生加熱アスファルト混合物の種類及び標準配合

・切込砂利（４０ｍｍ級）又は切込砕石（４０ｍｍ級）

３０

仕上厚

　 　（ＣＢＲ）試験

盛土材料

路床土の支持力比

凍上抑制層用材料

路床締固め度の試験

路盤材料

アスファルト舗装

基層 ・再生粗粒度アスコン

 ・ 川砂、海砂又は良質な山砂　　・ 切込砂利（８０ｍｍ級）又は砕石（８０ｍｍ級）

２.３５

２.３０

基準密度

　
　
舗
 装
 
工
 事

２２ １

２

３

４

５

６

（ｍｍ）

※ 溶融式     巾15ｃｍ　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　（22.11.1）区画線

　厚さ（ｍｍ）：　　・ ６０　　・ ８０

・ インターロッキングブロック舗装　　　　　　      　　　  　　　　  　　　 　　（22.8.2）

　種類：　　　　※ 標準品　 　

ブロック系舗装

　形状：　　　　・ 長方形　　・ 正方形　　・ 六角形　　

・ 常温式

・ 加熱式

７

８

植栽地の試験 酸度試験：　　  ※ 行う　　・ 行わない　  　　                   　　　　　　　（23.1.3）

塩分量試験：　　※ 行う　 　・ 行わない     　　       　 　       　 　       （23.1.3）

 ・ 図示

 ※ Ａ種

 ※ Ｂ種

 ・ Ｄ種

工法

 ・ Ｃ種

 ・ Ｂ種

 ・ 植栽部分 ・ 

範囲

 ・ 葉張り部分

 ※ 植栽部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　         　　      　（23.3.4）（23.3.6）（23.4.7）

　※ １００　 ・ 

　※ 　８０　 ・ 

　※ 　２０　 ・ 

　※ 　５０　 ・ 

 ・ ７～１２

 ・ １２以上

 ※ 芝、地被類

 ・ ３以下

 ・ ３～７

※ 行う　　・ 行わない                   　　（23.2.2）（23.2.3）（表23.2.1）（表23.2.2）

樹木の樹高（ｍ）

 　材　質：　　・ バーク堆肥

 ※ 杉皮 　　・ 幹巻き用テープ　　・                                          （23.3.2）

 ※ 現場発生の良質土　　・ 客土         　　         　　　　　　 　　　　     （23.2.3）

植栽基盤の整備

土壌改良材

植込み用土

支柱材

幹巻き用材料

芝張り等

  　　 芝等の枯補償

新植、移植樹木、

樹名板

新植（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償　※ 引き渡しの日から１年　

　　　　　　　　盛土法面　※ 筋芝張り　　

　　　　　　　　切土法面　※ べた張り　　

※ 合成樹脂製（ ・ 立込式　 　・ 樹木添架式）

芝張りの工法：　平地　　　※ べた張り　　・ 目地張り     　　　                （23.4.2）

 ・ 適用する（施工箇所 　　　　　　　　　　　　　 ）                   （23.2.3、23.2.4）

　　　　 ・ 布掛け　　　・ ワイヤ支柱　　・ 地下埋設型支柱

種 類：　※ カラ松の焼き丸太　 　・ 竹　  ・ 　       　　　　　　　 　 　　　　（23.3.2）

形 状：　・ 添え柱形　　・ 鳥居形　　　　・ 八つ掛                　　　　　　 （23.3.3）

有効土層（ｃｍ）

移植の枯損処理：　※ 引き渡しの日から１年 　

　
　
植
　
栽
 
 工
 
 事

２３ １

２

３

 ・ 発酵下水汚泥コンポスト

４

５

６

７

８

９

　　

　※ 　６０　 ・ 

 ・ 

 
　
  
 　

芝張りの種別　　    　※ こうらい芝　　・ 野芝                                 （23.4.2）

吹き付けは種用種子　　種類　　・ 洋芝類　　・ クローバー

                 　　 量 　　※　　　　　　ｇ／㎡

地被類も樹種（植物名）、芽立数、コンテナ径、単位面積当たりのコンテナ数は図示による。

芝及び地被類の枯補償の期間　　　　※ 1年　　　　・ 　　　　　　　　　　　      （23.4.7）

目地棒２６ ア

鋼製

材種 寸法 形式

許容差

受枠の

許容差

蓋枠の

のクリアラ

ンス（片側）

受枠と蓋枠

※アルミニウム製

・ステンレス製

・鋼製

・鋳鉄製

 ・600×600

 ・450×450  ・一般形

 ・密閉形

 ・結露防止形

 ・屋内外用

 ・屋内用 以内

±0.5mm

以内

±0.5mm

以内

2.0mm

 ・ 床点検口

一般形：パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

密閉型：ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したもの

材料の品質及び性能

使用部位 材料 屋内外用 屋内用

アルミニウム

合金押出形材蓋枠材

受枠材及び

ステンレス鋼

JIS H 8601のAA15

表面処理は陽極酸化塗装複合被膜JIS H 8602のB又は

JIS H 4100 6063S-T5

目地ともの場合の表面仕上はＨＬ又は№2B仕上げ程度

JIS G 4305の類SUS304

鋼板又はJIS G 3313 SEHCの

処理を行ったもの。

ラミン樹脂焼付塗装等の防錆

電気亜鉛めっき鋼板の類にメ

びに鋼板等にJIS K 5621の

き鋼板及びJIS G 3313 SEHC

JIS G 3303 SGHCの亜鉛めっ

処理を行ったもの。

の電気亜鉛めっき鋼板の類並

一般さび止めペイントの防錆

－

鋳鉄製

蓋の耐荷重性能

開閉方式

パッキン材

アンカー材

取っ手

錠

蓋中央部が荷重値Pn＝1，000Ｎにおいて残留たわみが点検口の

受け枠、蓋その他に使用上支障がないこと。

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること。

有効径の0．08％以内であること。

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする

塩化ビニール系ゴム、軟質塩化ビニール、クロロプレン、スポ

錆性能を有するもの。

黄銅製、ステンレス鋼製、

亜鉛合金製（クロムめっき）の

表面を被覆し、衝撃による変形・割れが生じない構造のものと

合成樹脂製などはステンレス鋼材、アルミニウム押出形材等で

テンレス鋳鋼品、ステンレス鋼製など堅牢な材質とする。

黄銅鋳物製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金鋳物製、ス

鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの又は同等の防

状に適する弾力性、密着性並びに気密性を有するものとする。

ンジラバー及びエチレンプロピレン等外枠及び蓋枠の材質、形

する。

－

処理を行ったもの。

目地材

並びに底板補強

コーナーピース

枠材・蓋枠材の

底板材及び受け

材

JIS H 3100 のC2600、C2720、C2801P、JIS H 3250

JIS G 3303 SGHCの亜鉛めっ

びに鋼板等にJIS K 5621の

き鋼板及びJIS G 3313 SEHC

鋼板又はJIS G 3313 SEHC

二重蓋の場合の中蓋のみ適合

のC2602及びC3604B

JIS G 4305、JIS G 4308のSUS304

JIS G 4305、JIS G 4308

JIS H 4000のA1100PH24

表面処理は陽極酸化塗装複

又はJIS H 8601のAA15

合被膜JIS H 8602のB

JIS G 5501  FC150 FC200

鋼製 －

ステンレス製

ステンレス製

アルミニウム

黄銅製

のSUS304

錆処理を行ったもの。

の電気亜鉛めっき鋼板の類並

一般さび止めペイントの防錆

の電気亜鉛めっき鋼板の類に

メラミン樹脂焼付塗装等の防

JIS G 4305のSUS430

－

板

板

並びに底板補強

コーナーピース

枠材・蓋枠材の

底板材及び受け

材

類。

 ・ 

 ・  ・ 

材　　種：枠-アルミ製、板-合板＋マグネットシート（マグネット、ピン兼用タイプ）掲示板２７

　　　　　Ｗ900ｘＨ900程度

材　　種：ステンレス製（ＳＵＳ３０４）　Ｈ１２５×Ｗ２１０程度、各階用階数表示板２８

消火器ボックス２９

形　　状：Ｈ８９６×Ｗ３０７×Ｄ１６７

Ｌ字手摺３０

１級建築士事務所登録（石）２号

建設コンサルタント登録４６－１０５号
１級建築士登録

第２２１１１３号
齊藤　文彦　 Ａ

２４
　
　
浄
化
槽
基
礎
工
事

・ 再生クラッシャラン

・ 水替えポンプ

３１

３２

３３

３４

４３

４４

４５

ハンドホール 鉄蓋　６００Φ　ＲＺＫ－６０同等品以上

縁石 ※　ＰＣ　１２０×１２０×６００

アスファルト ※　再生アスファルト　ｔ１３０

館名板

ロールスクリーン ＡＷ－１用　Ｗ１００１９×Ｈ２１９０

トーソー　マイテック（チューンタイプ）セレト程度、５分割

カーテン サンゲツ　プレーンＣＫ８５３４ーＣＫ８５４３程度

芝 種子吹き付け

２倍ひだ、両開き

・ 形式   シングルシンク  　　   ・ 寸法　L=1､650

・ 形式          　　　　        ・ 寸法　L=1,650

異種床材間の目地材はSUS製とし、　型巾40mm×高さ20mm　 1.5アンカー付とし、　型内部はモルタル詰めとする。

※　ＳＵＳ　ＨＬ　ｔ３０、２５０角

建築工事その２
２０５特記仕様書（４）

・ＦＦ　150×5

材　　種：スチール製焼付塗装、半埋込タイプ　扉…無し、サイン、文字入

ＳＵＳ　３０４（塩ビ被服）　３８Φ　６００×６００

西島松北交流公園新築工事の内



　　　年　　　月　　　日 工事名 図面名 図番縮尺

Ａ全体配置図 A1　1:1000
A3　1:2000

No.3

40.3

３
６

１
８ 左

（
土
）

3
0

31.4

草地

草地

納屋牛舎置場
堆肥

500 600300200 400 700 900800

73

113

35 30

35

30

40

55

220 240 260 280 320 340 360 380 420 440 480 540 580 620 640 660 680 720 740 760 780 820 860 880520 771.98

100m50300 155

S=1:1000

調整池

墓園

駐車場

駐車場

48.95 43.61 38.90

44.70

休憩所

48.95 標高を示す。

43.70

44.35

隣地境界線　163,435

道路境界線　334,995

隣地境界線　294,511
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幅
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幅
員

Ｐ１

農園センターハウス

アートヴィレッジ
センターハウス

倉庫センターハウス

建築工事
その１

建築工事
その２

小サイロ

大サイロ

石造倉庫

建築工事その２
２０６

工事対象

西島松北交流公園新築工事の内

BM

BM

全長の２分割

全
長

の
２

分
割



　　　年　　　月　　　日 工事名 図面名 図番縮尺

Ａ
A1　1:100
A3　1:200

屋根

外壁断熱材

外壁

軒天井

基礎

外部仕上表

建具

天　　井壁床 備考 天井高

内部仕上表

女子便所

室名

小屋裏 防湿シート（ポリフィルム t0.1）

木製巾木　H=100コンクリート金コテ

木製巾木　H=100コンクリート金コテ更衣室

男子便所

タテ105×45＠450　ヨコ45×18＠450

直天

2,400

2,400

2,400

コンクリート金コテ 木製巾木　H=100

シナ合板（難燃）t5.5　素地

シナ合板（難燃）t5.5　素地

シナ合板（難燃）t5.5　素地

デッキ

木製建具、アルミ製建具

化粧繊維強化セメント板t5（A&AMステンドＦ#300台所用）

ＮＭー８５７７

化粧けい酸カルシウム板t6（A&AMステンド#400）

ＮＭー９１４４

化粧けい酸カルシウム板t6

化粧けい酸カルシウム板t6

研修室（倉庫）

事務室

コンクリート金コテ 2,400

2,400

コンクリート金コテ 木製巾木　H=100 シナ合板（難燃）t5.5　素地井水ポンプ室 直天

冷凍庫室

配置図　1:200

■　算　定　式

× =

× =

（㎡）

×
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陸上自衛隊島松駐屯部隊
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島松寿町２
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駅柏陽町２
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北柏木町３

北柏木町１
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島松川

農園センターハウス（冬期使用しない）

プレハブ冷蔵庫

けらば：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4包み

外側透湿防水シート（タイベック同等品）内側防湿シート（ポリフィルム t0.1）

２０７
建築工事その２

ノンスリップ床シートt2.5

ノンスリップ床シートt2.5

ビニル巾木　H=100

ビニル巾木　H=100

補助対象

換気孔150Φ

流し台L=1､650、ライニング、換気孔150Φ

受付カウンター、換気孔150Φ

カーテンレール（Ｓ）、換気孔150Φ

ＦＰ板t30打込みの上、樹脂モルタルt20

フレキシブル板　t6　素地、外周軒裏換気ガラリ・その他は塩ビ製見切り

巾　　木 木製巾木 t9 WUC ボードのジョイントは突付け ボードのジョイントは突付け
廻り縁：塩ビ製

床目地カッター＠3,600×3,600程度

42.8042.80

42.85 42.85

42.50

平均ＧＬの算出

基準点より上の面積

よって

周長：41.20(m)

42.80を基準点とする。

0.05*11.4*0.5+0.05*9.7

+0.15*10.9*0.5=1.5875(㎡）

1.5875/42.8=0.0371=37.1(mm)→37

Y6

X1
53,737

6
6
,
8
0
4

敷地面積（敷地２）

案内図・配置図

面積表・仕上表

石こうボードt9.5下地、化粧繊維強化セメント板t5
　一部、コンクリート打放し

石こうボードt9.5下地、化粧繊維強化セメント板t5
　一部、コンクリート打放し

平均ＧＬ＝設計ＧＬ(42.80)＋３７（mm）

５５，５３６．００（㎡）

恵庭市西島松288,289,295-1,295-2,296-1,

296-2,297,298-1,298-2

垂木:60×45@450、コンパネt12、透湿防水シート、通気胴縁:24×45@450

グラスウール t100　24kg

グラスウール吹込 t200　18kg

P1まで

P1まで

Ｌ型手摺：軟質塩ビパイプ40Φ

Ｌ型手摺：軟質塩ビパイプ40Φ

外部フード アルミ製セルフード150Φ（アルミ色）防虫網付（＋換気孔150Φ）　４ケ所

その他

斜め天井 グラスウール敷込ｔ50　32kg、透湿防水シート（タイベック同等品）

コンクリート金コテ コーナー:ノンスリップＳＵＳ金物　床目地カッター(W5xH5)＠3,600×3,600程度

構造用合板（ＯＳＢ）t9、透湿防水シートt0.2、通気胴縁45×18、木調サイディング張　t16

西島松北交流公園新築工事の内

　床目地カッター(W5×H5)＠3,600×3,600程度 ＯＳＢ板t9　素地（目透し貼）　　　　　　　一部、コンクリート打放し

ＯＳＢ板t9　素地（目透し貼）　　　　　　　一部、コンクリート打放し

ＯＳＢ板t9　素地（目透し貼）　　　　　　　一部、コンクリート打放し

ＯＳＢ板t9　素地（目透し貼）　　　　　　　一部、コンクリート打放し

耐水合板t12、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4　防水蟻掛葺き

BM

土間下：ＦＰ板　t50打込、敷込　防湿シート（ポリフィルム t0.15）立上り　ＦＰ板　t30打込、ラス入り樹脂モルタルt20
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各室面積表

消火器（半埋込み型）

西島松北交流公園新築工事の内
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平面詳細図・矩計図
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伏 図・天井伏図
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カーテンレール

冷凍庫工事

既製軒裏換気ガラリ

凡　　例　（天井伏図）

ハ

ロ

イ

天井点検口 450×450

ニ

天井野縁

シナ合板（難燃） t5.5 素地

フレキシブル板 t6 素地

化粧けい酸カルシウム板 t6

イ
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ハ

ハ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

天 井 伏 図 1:100
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G1

母屋

筋カイ

垂木

束

桁・頭ツナギ

柱

土台
Ａボルト @1,800 L=600

火打梁

60×45 @450

凡例・部材リスト（土台・梁・小屋伏図）

現し化粧柱　105×105

105×105

105×105  ボルト締メ

特記なき場合 105×105 @900

105×105

構造用合板 t=9

G4

G3

G2

G1

間柱 105×45 @450

105×135

特記なき梁　105×105

105×270

105×300　集成材

105×105

105×105

特記事項

柱：H=1,000 まで防腐剤塗布

土台：防腐剤注入（クロルピリポリス混入不可）

金物：Ｚマーク表示金物（同等品）を使用すること

木部現し：WUC（屋外は木材保護着色塗料クリア）

105×210

ロ

ニ

ロ

ニ

木部現し

ロ

ニ

２１１
建築工事その２

タテ45×45＠450 ヨコ45×45＠450

廻り縁：塩ビ製

金物は建設省告示1460号によるものを使用すること。

垂れ壁（FL+2,000)

水切（既製品）

西島松北交流公園新築工事の内
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　　　年　　　月　　　日 工事名 図面名 図番縮尺

Ａ

デッキ

避難スペース

研修室（倉庫）

更衣室
事務室

受付

井水
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

デッキ

女子便所

男子便所

冷凍庫室

建具表
A1　1:50,100

A3　1:100,200

形　　　態

形　　　態

室　　　名

符合・個数

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材　　　種

形　　　式

見　　　込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材　　　種

形　　　式

見　　　込

※特記事項

ＤＣ　　　：ドアチェック

ＦＬ　　　：フランス落し

ＦＨ　　　：フロアーヒンジ

ＣＬ（本）：シリンダー本締錠

ＣＬ　　　：シリンダー錠

ＲＷ：ラフワイヤー

ＰＷ：線入ミガキ

Ｔ　：強化

Ｆ　：型板

Ｃ　：トウメイ

硝子仕上

号 Ｇ　　：ガラリ

Ｓ　　：シャッター

Ｄ　　：ドアー

Ｗ　　：窓

種別

Ｗ　　：木　　製

Ａ　　：アルミニウム

Ｓ　　：スチール

材種

略

室　　　名

符合・個数

70

AW

アルミニュウム

1

枠見付

建具見付

WD
１

半外付けサッシ

AW １

ＣＬ　　　　：クリヤーラッカー

ＵＰ　　　　：ウレタン樹脂ワニス

ＯＳ　　　　：オイルステイン

ＯＳＶＶ：オイルステインワニス

ＨＬ　　　　：ヘアライン

ＯＰ　　：油性調合ペイント

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント

ＶＰ　　：塩化ビニール樹脂エナメル

ＡＥＰ：アクリル樹脂エナメル

70

半外付けサッシ

WD

2

形　　　態

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材　　　種

形　　　式

見　　　込

室　　　名

符合・個数

3636
1､

20
0

FL

建具配置図　1:100

WD

アルマイト

1,625

9
1
0

1
0
0 3
0
0

1
,
3
1
0

70

1

AW

アルミニュウム

半外付けサッシ

アルマイト

1,625

9
1
0

1
0
0 3
0
0

1
,
3
1
0

2 3

付属金物一式、クレセント、オペレーター、水切W=85、結露受

１

Ｃ３ Ｃ３

750

7
5
0

アルミニュウム

アルマイト

Ｃ３

1
､2

0
0

FL

3636

2,
00

0

SUS丁番125mm 2枚、レバーハンドル錠、ＣＬ(本）、戸当り

707

２

男子便所、女子便所

2,
00

0

アンダーカットH=20

AD
1

AD
2

AW
1
AW

1
AW

AW

AD

1

AD

SS

1

AD

AD

WD

WD

2

2

2

1

2

2

AW

上部

2

事務室

3

研修室

2,
0
00

70

アルミニュウム

付属金物一式、ＣＬ（本）、表示錠、水切W=85

井水ポンプ室

１

1,200

両開きドア

事務室

600

SUS丁番125mm 2枚、レバーハンドル錠、ＣＬ(本）、戸当り

明かり窓

表示錠、明かり窓（既製品）Φ40

2,
0
00

707

70

アルミニュウム

片開きドア

付属金物一式、ＣＬ（本）

３

事務室、研修室

1

３ １

研修室

SS

1

3,310

軽量シャッター（電動）

スチールt0.8

焼付塗装（標準色）

ゴム付き（厚手）、電動開閉装置一式

２１３
建築工事その２

2,
40

0

更衣室、研修室、事務室

片開きフラッシュドア

シナ合板

片開きフラッシュドア

シナ合板

引違いガラス窓

付属金物一式、クレセント

ロール網戸付、水切W=85、結露受 ロール網戸付、水切W=85、結露受

外倒しランマ付引違いガラス窓

水切W=85、結露受

付属金物一式、オペレーター

外倒しガラス窓

ＥＰーＧ　　：合成樹脂エマルジョンペイント

ＣＬ、SUSガイドレール、SUS座板、シャッターケース

有効採光面積

有効換気面積

室名

室名 必要換気面積 1/20

居室面積Ｓ

居室面積Ｓ

室名 居室面積Ｓ

　∴OK

必要排煙面積 1/50 有効排煙面積

∴OK

法規チェック（採光）

事務室

必要採光面積

対象外

事務室
3.6*3.6=

12.96㎡
12.96㎡/20=0.65㎡

AW-2  0.30*1.52
+1.62*0.91*0.5=1.19㎡

事務室
3.6*3.6=

12.96㎡
12.96㎡/50=0.26㎡

AW-2  0.30×1.62=0.49㎡　

（換気）

40
0

▽天井面

（排煙  令116ｰ2　排煙上の無窓の居室のチェック）

下部モヘア付

アルマイト　ドア：アルミアルマイト アルマイト　ドア：アルミアルマイト

ＷＵＣ ＷＵＣ

西島松北交流公園新築工事の内
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A1

A3
部分詳細図 1:10

1:20

棟木用換気ガラリ廻り詳細図 １／１０

（既製品）棟木用換気ガラリ

リッチベンツ同等品

ガラリ付セルフード

防虫網付

プラスチック

レジスター

(150 Φ用 )

SU-150 Φ

150

アルミ製防風丸型

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t=6 素地

30

150

4
5
0

1
0
5

1
0

1
0
0

20

腰水切廻り詳細図

束

棟木

2
4

板金端部立上げ

タル木

60×45 @450

棟木：耐水コンパネ t12下地

（既製品）

棟木用換気ガラリ

ガリバリウム鋼板 t0.4 包

14
1

600

木下地 185×24

木下地 125×24

ガリバリウム鋼板 t0.4 包

軒先鼻隠し、換気ガラリ廻り詳細図 １／１０

既製軒裏換気ガラリ

野縁 45×45

軒天用換気ガラリ（既製品）

イーブスベンツ同等品

水切立上げ H=150

アルミ水切（既製品）

1
5
0

3
0
0

FP板 t30

樹脂モルタル t20

▼FL

▼SGL

均しモルタル

１／１０ １／５

ガリバリウム鋼板 t0.4 包

2
6
0

コンクリート金こて

コンクリート打放し

OSB板 t9 素地

一部（石こうボードt9.5下地、

化粧繊維強化セメント板t5）

木枠廻り詳細図（開き戸）

W

H

c

35 3
5

青木

105

150× 45

ａ ｂ

ｃ ｃ

35×200 ａ ｂ ｃ

９ ９ 10

ＢＰＬ t5

溶接止め

溶接止め

100

ＲＢ径16

スチールボックス

厚5加工、下部水抜き

1
0
0

9
0

1
6
5

デッキ 柱脚金物詳細図 １／５

5
0

▼FL

▼SGL

7
5

柱  105×105

木材保護着色塗料クリア

4
0

5
0

コンクリート金コテ
▼デッキFL（水下）

7
5

ＢＰＬ t5

溶接止め

溶接止め

100

ＲＢ径16

スチールボックス

厚5加工

1
0
0

5
0

1
2
5

内部 柱脚金物詳細図 １／５

5
0

▼FL

▼SGL

7
5

柱  105×105

コンクリート金コテ

7
5

▼ FL

1
5
0

1
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WUC

１／１０

20 150

1
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1
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5
0

30

2
0

FP板 t30

1
5
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2
0
2
0

1
1
0

4
0

▼ FL

▼SGL

▼デッキFL（水上）

▼デッキFL（水下）
コンクリート金コテ

コンクリート打放し

9
0

デッキ 段鼻詳細図 １／５ １／１０外部建具廻り詳細図

FP板 t50

防水テープ

防水テープ

外壁：

縦胴縁（通気層）t=18

GW t100 24Kg

透湿防水シート貼

H

*
2
4

* 96

105 9

18

9
18

10

防湿シート

シナ合板 t24

OSB t9 素地

※ 寸法の＊はメーカー仕様による

1
0
5

9

1
8 9

1
8

OSB t9 素地

*
9
6

1
0

OSB t9 素地

W

*

化粧木：青木 30×60（４方）

木材保護着色塗料クリア、ビス止め

5
5

5603
0 30

6
0

30

6
0

ブラケット

フロントパネル

鏡

60

6
0

6
1
0

5

1
2
5

5
0

600

20

便所洗面カウンター詳細図

ポリエステル化粧合板

Ｈ＝ 1,150

8
5
0

8
0
0 ポリエステル化粧合板 t14

合板t19

▽ＦＬ

１／２０

流し台
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補助対象

コンクリート打放し補修（増打t20）

（㎡）

建築面積　8.10×5.40＝43.74

床面積　　8.10×5.40＝43.74
消火器（置き型）

仕上表

床

腰壁

天井

コンクリート打放し補修（増打t20）

壁

折板現し及び鉄骨現し

鉄骨現し（防風ネット別途）

（土間）

柱基礎 コンクリート打放し補修（増打t20）

平面図・伏図・仕上表

（備品）
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基礎詳細図

１　柱脚アンカーボルトの径は、Ｍ１６以上とする。

２　アンカーボルトのコンクリートへの定着長さは、

　　３２０㎜以上とする。

　　（日本建築学会鋼構造接合部設計指針による。）

　　２０ｄ＝２０×１６＝３２０㎜

　　（ｄ：アンカーボルト径）

３　アンカーボルトの全長は、４００㎜程度とする。

　　（３２０＋８０＝４００）

＊特記事項

アンカーボルトＭ１６

3
2
0

8
0
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Ｙ方向Ｘ方向
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地震力有効軸組量

地震力必要軸組計算

見付面積

（Ｃ）：（Ｂ）：（Ａ）：

床　面　積　 x15

平
　
　
　
　
　
　
　
　
家

有
効
軸
組
量

1.80 1.80

床面積

(m) (m)

構造用合板　t9 2.5

ＸＹ方向

(cm/m 2 ) (cm/m2 )

（Ａ）Or（Ｂ）＜

(cm/m2 )

2.5

（Ａ）Or（Ｃ）＜

外壁： 木調サイディング2

2

　ＯＫ

2

　ｍ

屋根：長尺カラー鉄板 0.7

0.90 2.5

有効軸組量
倍率ヵ所軸組長さヵ所 倍率

有効軸組量
軸組長さ

計

仕様軸組の種類

平
　
　
　
　
　
　
　
　
家

1.80 1.80

(m) (m)

構造用合板　t9 2.52.5

必要軸組量

１階　下 １階　左算定部位

有効軸組量
倍率ヵ所軸組長さヵ所 倍率

有効軸組量
軸組長さ

充　　足　　率

計

仕様軸組の種類
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建築工事その２ 軸組計算図

（0.458＋0.60）Ｘ0.257＋

（1.414＋3.93）Ｘ4.575＝24.58

24.58㎡→25㎡

（10.20Ｘ2.82）＋（9.15Ｘ1.11）＝38.92

38.92㎡→39㎡

68.04 m

39 m 25 m

有
効
軸
組
量

有
効
軸
組
量

構造用合板　t9 1  2.25

7 31.50

31.50

31.50
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1

1

4.50

 2.25

6.75

6.75 / 3.04 = 2.22 > 1.0 OK

0.15　Ｘ　20.25　＝　3.04

0.15　Ｘ　20.25　＝　3.04

1  4.50

 4.50

4.50 / 3.04 = 1.48 > 1.0 OK

0.15　Ｘ　20.25　＝　3.04

1 4.50

4.50

4.50 / 3.04 = 1.48 > 1.0 OK

壁率比　2.22／1.48＝1.5＞0.5

壁率比　5.92／1.48＝4.0＞0.5

　ｍ10.21 　ｍ19.50 12.50

4 18.00

20.25

10.21 19.50
　ＯＫ20.25

10.21 12.50

1.8 1.8
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